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【
研
究
ノ
ー
ト
一

【
要
旨
一
本
稿
は
、
四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
（
現
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
）
の
建
設
に
際
し

て
、
神
奈
川
県
内
務
部
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
事
務
所
が
作
成
し
た
実
施
設
計
図
の

う
ち
、
神
奈
川
県
庁
が
所
蔵
し
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
保
管
し
て
い
る
現
存

図
面
二
三
○
点
の
整
理
過
程
を
紹
介
し
、
完
成
版
目
録
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
図
面
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

四
代
目
県
庁
舎
の
実
施
設
計
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
実
施
さ
れ
た

設
計
競
技
言
ン
ペ
）
で
一
等
当
選
し
た
小
尾
嘉
郎
の
案
を
も
と
に
、
鳥
井
信
・

桑
原
栄
治
の
歴
代
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
事
務
所
所
長
と
建
築
顧
問
佐
野
利
器
の
指

導
の
も
と
、
意
匠
図
は
渡
邊
利
雄
と
濱
田
義
男
、
構
造
図
は
池
部
宗
薫
を
中
心
に

設
計
が
進
め
ら
れ
た
。

現
存
す
る
二
三
○
点
の
図
面
群
は
、
主
要
室
を
は
じ
め
と
す
る
各
室
の
詳
細
な

図
面
も
現
存
す
る
良
質
な
資
料
群
で
、
四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
の
建
築
を
知
る
上

で
最
も
基
本
と
な
る
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
一

四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎

佐

野

利

器

桑

原

栄

治

神
奈
川
県
庁
所
蔵
四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎

実
施
設
計
図
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て

神
奈
川
県
庁
舎
建
築
事
務
所
実
施
設
計
図

渡
邊
利
雄
池
部
宗
薫

丹

治

雄

一

際
し
て
、
神
奈
川
県
内
務
部
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
事
務
所
が
作
成
し
た
実
施
設
計
図

の
う
ち
、
神
奈
川
県
庁
（
神
奈
川
県
総
務
局
財
産
経
営
部
庁
舎
課
）
が
所
蔵
し
、
現

在
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
二
三
○
点
の
図
面
の
整
理
過
程

と
完
成
版
目
録
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
面
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

若
干
の
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
図
面
群
は
、
筆
者
が
担
当
し
て
二
○
一
三
（
平
成
二
五
）
年
七
月
二
○

日
か
ら
九
月
一
六
日
に
か
け
て
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
開
催
し
た
特
別
展
ニ
キ

ン
グ
の
塔
』
誕
生
！
ｌ
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
と
か
な
が
わ
の
近
代
化
遺
産
Ｉ
」
で

初
公
開
す
る
ま
で
は
、
神
奈
川
県
職
員
の
ご
く
一
部
に
し
か
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て

い
な
い
資
料
で
あ
っ
た
．
同
展
で
は
平
面
図
・
立
面
図
・
主
要
室
の
詳
細
図
等
二
四

点
の
図
面
を
展
示
し
、
あ
わ
せ
て
発
行
し
た
特
別
展
図
録
に
現
存
す
る
二
三
○
点
の

図
面
の
目
録
を
収
録
し
た
が
、
図
録
に
掲
載
し
た
目
録
は
本
図
面
群
の
調
査
を
進
め

（

１

）

る
「
出
発
点
」
と
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
図
録
掲

載
時
に
は
準
備
期
間
と
紙
幅
の
制
約
で
果
た
せ
な
か
っ
た
各
図
面
の
「
主
任
」
「
製
図
」

等
の
担
当
者
の
印
と
サ
イ
ン
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
目

録
の
配
列
を
再
整
理
す
る
必
要
も
生
じ
る
な
ど
し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
整
理
過
程

の
塔
」
と
通
称
さ
れ
、
神
奈
川
県
を
代
表
す
る
近
代
建
築
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た

港
町
横
浜
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
多
く
の
県
民
・
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

町
横
浜
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
多
く
の
県
民
・
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

お

び

か

ろ

う

四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
（
現
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
）
は
、
小
尾
嘉
郎
の
コ
ン
ペ
一

等
当
選
案
を
も
と
に
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
事
務
所
の
建
築
技
師
ら
が
実
施
設
計
を
行

い
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
○
月
三
一
日
に
竣
工
し
た
建
物
で
あ
る
。
小
尾
が

五
重
塔
を
モ
チ
ー
フ
に
設
計
し
た
と
さ
れ
る
建
物
の
シ
ン
ボ
ル
の
塔
屋
は
、
「
キ
ン
グ

は
じ
め
に

本
稿
は
、
こ
の
「
キ
ン
グ
の
塔
」
を
い
た
だ
く
四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
の
建
設
に

－59－



神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
に
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
実
施
さ
れ
た
設
計
競

技
言
ン
ペ
）
で
一
等
当
選
し
た
小
尾
嘉
郎
案
を
も
と
に
、
県
庁
舎
建
築
事
務
所
が

を
紹
介
し
、
図
録
掲
載
時
の
目
録
の
加
筆
・
修
正
を
行
い
、
完
成
版
の
目
録
を
公
開

す
る
こ
と
が
本
稿
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
図
面
群
を
詳
細
に
調
査
す

る
過
程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
い
く
つ
か
の
論
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
の
が
、
本

稿
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
に
関
わ
る
既
往
の
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
都
道
府
県
庁
舎

（

２

）

建
築
の
歴
史
を
通
覧
し
た
石
田
潤
一
郎
氏
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
石

田
氏
は
四
代
目
県
庁
舎
の
詳
細
な
考
察
を
大
村
巳
代
治
氏
に
よ
る
同
時
代
の
研
究

（
３
）

（

４

）

や
、
神
奈
川
県
が
発
行
し
た
記
念
誌
な
ど
に
委
ね
て
お
り
、
大
正
後
期
お
よ
び
昭
和

戦
前
期
創
建
の
府
県
庁
舎
建
築
を
傭
撒
的
に
分
析
す
る
な
か
で
、
そ
の
時
代
的
特
質

に
言
及
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
、
四
代
目
県
庁
舎
に
特
化
し
た
研
究
と
し
て
、

四
代
目
を
含
む
歴
代
の
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
と
そ
の
担
い
手
で
あ
る
神
奈
川
県
の
営

繕
組
織
に
つ
い
て
、
近
年
精
力
的
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
神
奈
川
県
職
員
Ｏ
Ｂ
の
佐

（

５

）

藤
嘉
明
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
佐
藤
氏
は
こ
こ
で
四
代
目
県
庁
舎
を
施
工

し
た
大
林
組
に
保
存
さ
れ
て
い
た
実
施
設
計
図
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
も
と
に
、

一
部
の
図
面
に
つ
い
て
本
稿
と
同
様
の
関
心
か
ら
、
図
面
担
当
者
の
考
察
を
行
っ
て

（

６

）

い
る
が
そ
の
内
容
は
概
括
的
で
あ
る
。
一
方
で
、
本
稿
の
問
題
関
心
と
同
様
の
視
点

で
個
別
の
図
面
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
、
瀬
口
哲
夫
氏
の
愛
知
県
庁
舎
二
九
三

（

７

）

八
年
竣
工
）
に
関
す
る
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
瀬
口
氏
の
分
析
手
法
に
学
び

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
本
図
面
群
の
検
討

を
行
う
こ
と
は
、
四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
に
関
す
る
研
究
の
実
証
精
度
を
高
め

る
こ
と
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
四
代
目
県
庁
舎
実
施
設
計
図
目
録
と
そ
の
整
理
作
業
の
概
要
に
つ
い
て

作
成
し
た
四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
の
実
施
設
計
図
の
原
図
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
図
面
群
は
、
か
つ
て
神
奈
川
県
が
建
物
の
「
還
暦
」
を
記
念
し
て
発
行
し
た
印

刷
物
に
お
い
て
、
そ
の
ご
く
一
部
が
図
版
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、

使
用
さ
れ
た
図
面
の
名
称
等
の
基
本
情
報
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
概
要
を
知

（

８

）

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
資
料
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
○
二
（
平
成
二
三
）
年
よ

り
県
庁
本
庁
舎
の
倉
庫
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
図
面
群
の
整
理
作
業
に
従

事
し
て
き
た
。
本
節
で
は
、
筆
者
が
二
○
二
年
度
か
ら
二
○
一
三
年
度
に
か
け
て

断
続
的
に
行
っ
た
整
理
作
業
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

整
理
作
業
で
は
、
ま
ず
二
○
二
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
仮
整
理
作
業
を
実

施
し
た
。
こ
の
仮
整
理
作
業
に
お
い
て
は
、
倉
庫
内
で
筒
な
い
し
包
紙
に
よ
り
い
く

つ
か
の
か
た
ま
り
に
分
け
て
丸
め
て
保
管
さ
れ
て
い
た
状
態
を
本
図
面
群
の
現
状
と

し
て
、
丸
め
て
保
管
さ
れ
て
い
た
単
位
ご
と
に
「
仮
１
」
の
よ
う
な
仮
整
理
用
の
番

号
（
親
番
号
）
を
付
与
し
、
そ
の
筒
内
な
ど
に
丸
め
て
収
納
さ
れ
て
い
た
図
面
一
点

ご
と
に
子
番
号
を
与
え
て
「
仮
１
‐
１
」
の
よ
う
な
仮
番
号
を
付
与
す
る
、
い
わ
ゆ

る
現
状
記
録
方
式
に
基
づ
く
整
理
を
行
っ
た
。
整
理
着
手
時
の
収
納
単
位
ご
と
の
現

状
と
収
納
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
．

仮
１
丸
筒
（
表
書
「
県
庁
本
庁
舎
駐
車
場
平
面
図
（
第
二
原
図
と
）
内
に
収
納

さ

れ

、

包

紙

（

表

書

「

本

庁

舎

北

車

庫

一

般

図

構

造

図

」

）

・

ひ

も

で

一

括

さ

れ

た

「

自

動

車

々

庫

設

計

図

」

ほ

か

計

七

点

仮
２
角
筒
（
表
書
「
本
庁
舎
詳
細
図
原
図
」
）
内
に
別
個
に
丸
め
て
収
納
さ
れ

た

こ

組

の

図

面

仮
２
‐
１
コ
階
乃
至
五
階
南
北
便
所
詳
細
」
ほ
か
一
括
苞
紙
な
し
）

計

二

点

仮
２
‐
２
ヨ
階
中
央
広
間
詳
細
（
床
並
天
井
伏
ご
ほ
か
一
括
〈
包
紙
な

-60-



仮仮
6 5

し

）

計

七

点

仮
３
プ
ラ
ス
チ
ヅ
ク
筒
（
表
書
「
本
庁
舎
詳
細
図
原
図
」
）
内
に
別
個
に
ゼ
ム

ク
リ
ッ
プ
で
ま
と
め
ら
れ
丸
め
て
収
納
さ
れ
た
四
組
の
図
面

仮
３
‐
１
ゼ
ム
ク
リ
ヅ
プ
で
一
括
さ
れ
た
「
地
階
中
央
階
段
詳
細
」
ほ
か

仮
７

図

）

」

ほ

か

計

五

点

仮
３
‐
３
ゼ
ム
ク
リ
ヅ
プ
で
一
括
さ
れ
た
。
階
外
部
正
面
車
寄
詳
細
」
ほ

か

計

一

七

点

仮
３
‐
４
ゼ
ム
ク
リ
ヅ
プ
で
一
括
さ
れ
た
「
一
階
正
面
玄
関
詳
細
」
ほ
か

計

一

八

点

仮
４
包
紙
（
表
書
「
本
庁
舎
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詳
細
図
」
）
で
一
括
さ
れ
た
「
煙

仮仮
10 9

仮
８

計

二

九

点

仮
３
‐
２
ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
で
一
括
さ
れ
た
「
火
夫
室
石
炭
庫
汽
罐
室
（
詳
細

「

門

及

塀

設

計

図

其

二

」

ほ

か

一

括

（

包

紙

な

し

）

計

四

点

「
神
奈
川
県
庁
舎
新
築
第
壱
期
工
事
設
計
図
第
二
階
平
面
」
ほ
か
一
括

〈

包

紙

な

し

）

計

一

三

点

包
紙
（
表
耆
「
本
庁
舎
鉄
骨
詳
細
図
」
）
で
一
括
さ
れ
た
「
取
附
並
柱
底
範

例

第

壱

地

階

梁

其

こ

ほ

か

計

一

五

点

包
紙
（
表
書
「
本
庁
舎
構
造
図
大
正
十
五
年
二
で
一
括
さ
れ
た
「
基
礎

「

〔

図

面

リ

ス

ト

〕

」

ほ

か

一

括

（

包

紙

な

し

）

計

二

七

点

包
紙
（
表
耆
「
本
庁
舎
給
排
水
図
昭
二
年
」
）
で
一
括
さ
れ
た
「
電
灯

及
電
話
並
排
給
水
其
他
工
事
主
管
通
過
路
穴
詳
細
」
ほ
か

計

一

六

点

一

総

計

二

三

○

点

平

面

図

」

ほ

か

計

三

四

点

道

配

筋

図

」

ほ

か

計

二

七

点

こ
の
仮
整
理
に
よ
り
、
本
図
面
群
が
総
点
数
二
三
○
点
を
数
え
る
図
面
群
で
あ
る
こ

と
が
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
数
は
現
存
し
て
い
る
図
面
の
総
数
で

あ
り
、
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
図
面
を
含
め
た
総
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
図
面
に
付
さ
れ
た
番
号
等
か
ら
判
断
す
る
と
、
す
で
に
失
わ
れ
た
図

面
を
含
む
本
図
面
群
の
総
点
数
は
四
○
○
点
を
上
回
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
以
上
の
よ
う
な
仮
番
号
の
付
与
に
引
き
続
き
、
付
与
し
た
仮
番
号
順
に
図
面
に

捺
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
部
分
に
記
載
さ
れ
た
「
図
面
名
称
」
「
図
面
番
号
」
、
作
成
年
月

日
な
ど
の
情
報
（
図
１
‐
１
．
１
‐
２
参
照
）
と
、
計
測
し
た
各
図
面
の
寸
法
や
状

態
等
を
記
載
し
た
「
仮
目
録
」
を
作
成
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
仮
整
理
を
実
施
し

た
翌
年
の
二
○
一
二
（
平
成
二
四
）
年
度
よ
り
、
本
図
面
群
は
神
奈
川
県
立
歴
史
博

物
館
が
借
用
し
て
保
管
す
る
こ
と
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

図1－1 四階正庁詳細S1/20 1/50 (目録胸137)
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①
特
別
展
図
録
掲
載
目
録
番
号
（
表
１
の
「
キ
ン
グ
番
号
」
に
該
当
、
以
下
単
に

「
キ
ン
グ
番
号
」
と
表
記
す
る
）
師
「
一
階
外
部
正
面
車
寄
詳
細
」
は
ス
タ
ン
プ
の
「
図

面
番
号
」
欄
が
欠
損
し
て
い
た
た
め
、
本
整
理
第
一
段
階
で
は
「
図
面
番
号
」
不
詳

の
図
面
と
し
て
「
図
面
番
号
」
判
明
資
料
の
あ
と
に
配
置
し
恥
師
と
し
た
が
、
残
存

図
面
と
図
面
の
名
称
か
ら
判
断
し
て
「
図
面
番
号
皿
３
枚
ノ
２
」
の
図
面
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
本
整
理
第
二
段
階
で
は
目
録
番
号
魂
に
変
更
し
た
。
同
じ
く
「
キ
ン

次
に
、
二
○
一
三
（
平
成
二
五
）
年
五
月
に
、
前
述
し
た
特
別
展
「
「
キ
ン
グ
の
塔
』

誕
生
！
」
展
の
準
備
作
業
の
一
環
と
し
て
、
ス
タ
ン
プ
部
分
に
記
載
さ
れ
た
「
図
面

番
号
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
現
存
し
て
い
る
〔
図
面
リ
ス
ト
〕
（
表
１
、
目
録
番
号

１
，
本
図
面
は
「
図
面
名
称
」
欄
に
名
称
の
記
載
が
な
か
っ
た
た
め
、
筆
者
が
付
し

た
名
称
を
〔
〕
内
に
記
載
し
た
）
に
「
図
面
番
号
」
と
名
称
の
記
載
が
あ
る
図
面

（
表
１
、
目
録
番
号
２
～
弱
）
、
そ
れ
に
続
く
と
思
わ
れ
る
「
図
面
番
号
」
が
付
さ
れ

た
詳
細
図
等
（
同
㈹
～
⑪
、
構
造
図
（
同
、
～
狸
、
設
備
図
（
同
班
～
狸
、
付
属

家
と
塀
な
ど
の
図
面
〈
同
狸
～
秒
の
順
に
各
図
面
の
再
配
列
を
行
っ
た
「
本
目
録
」

を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
前
述
の
と
お
り
、
仮
整
理
に
続
く
本
整
理
の
「
第
一
段
階
（
出

発
点
ご
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
「
『
キ
ン
グ
の
塔
』
誕
生
！
」
展
の
際
に
発
行

し
た
特
別
展
図
録
に
収
録
し
た
の
は
こ
の
目
録
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
二
○
一
四
〈
平
成
二
六
）
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
ヨ
キ
ン
グ
の

塔
』
誕
生
！
」
展
準
備
時
に
作
成
し
た
「
本
目
録
」
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
図
面
の

番
号
の
並
べ
替
え
と
、
ス
タ
ン
プ
部
分
に
あ
る
各
図
面
の
「
主
任
」
「
製
図
」
等
の
担

当
者
の
印
と
サ
イ
ン
に
関
す
る
記
載
情
報
等
の
追
加
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の
整
理
作

業
は
本
整
理
の
第
二
段
階
、
す
な
わ
ち
最
終
整
理
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
こ
の

最
終
整
理
終
了
段
階
の
完
成
版
目
録
が
表
１
と
な
る
。
各
図
面
の
担
当
者
の
印
や
サ

イ
ン
に
関
す
る
記
載
情
報
の
追
加
以
外
に
、
こ
の
本
整
理
第
二
段
階
で
図
面
の
番
号

変
更
を
行
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
本
整
理
第
二
段
階
に
お
け
る
詳
細
調

査
で
記
録
化
し
た
図
面
の
作
成
に
関
わ
る
情
報
を
分
析
す
る
。

本
図
面
群
の
大
部
分
に
は
図
面
の
名
称
や
作
成
年
月
日
等
の
情
報
を
記
載
す
る
た

め
の
ス
タ
ン
プ
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ス
タ
ン
プ
に
は
「
所
長
」
「
主
任
」
「
設
計
」

「
製
図
」
「
写
図
」
「
保
管
」
の
各
担
当
者
が
押
印
な
い
し
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
図
１
‐
１
．
１
‐
２
）
。
こ
れ
ら
各
欄
に
は
そ
の
図
面

グ
番
号
」
面
．
階
正
面
玄
関
詳
細
」
も
「
図
面
番
号
」
欄
が
欠
損
し
て
い
た
た
め
、

本
整
理
第
一
段
階
で
は
「
キ
ン
グ
番
ロ
互
恥
と
同
様
「
図
面
番
口
互
不
詳
の
図
面
と

し
て
「
図
面
番
号
」
判
明
資
料
の
あ
と
に
配
置
し
た
が
、
図
面
の
名
称
と
残
存
図
面

か
ら
判
断
し
て
「
型
２
枚
之
１
」
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
目
録
番
号
弘
と
し
た
。
②

「
キ
ン
グ
番
号
」
蝿
～
蝿
の
平
面
図
六
点
と
同
皿
～
、
の
平
面
図
七
点
は
、
第
二
一
節
で

行
っ
た
検
討
に
よ
り
、
「
キ
ン
グ
番
ロ
互
血
～
ｍ
の
平
面
図
の
方
が
作
成
年
代
が
古
い

と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
「
キ
ン
グ
番
号
」
恥
～
蝿
の
平
面
図
と
順
番
を
入
れ
替
え
た
。

③
「
キ
ン
グ
番
ロ
互
皿
「
特
別
照
明
器
具
」
（
昭
和
三
年
一
二
月
三
日
付
）
お
よ
び
同
唖

の
「
特
別
照
明
器
具
」
（
昭
和
三
年
三
月
一
日
付
）
を
作
成
年
月
日
順
に
入
れ
替
え
た
。

こ
れ
ら
の
図
面
の
目
録
上
で
の
並
べ
替
え
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
表
１
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
「
キ
ン
グ
番
ロ
互
距
か
ら
、
の
図
面
の
目
録
番
号
が
変
更
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
な
お
、
最
終
整
理
で
目
録
に
追
加
し
た
各
図
面
の
「
主
任
」
「
製
図
」
等

の
担
当
者
の
印
と
サ
イ
ン
に
関
す
る
記
載
情
報
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
述
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

以
上
概
要
を
述
べ
た
よ
う
に
、
本
図
面
群
は
二
○
二
年
度
か
ら
二
○
一
三
年
度

に
か
け
て
、
①
仮
整
理
、
②
本
整
理
（
第
一
段
階
）
、
③
本
整
理
（
第
二
段
階
）
の
過

程
を
経
て
順
次
整
理
を
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
印
と
サ
イ
ン
に
も
と
づ
く
図
面
作
成
に
関
係
し
た
人
物
の
特
定
に
つ
い
て
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に
関
与
し
た
担
当
者
の
印
お
よ
び
サ
イ
ン
が
確
認
さ
れ
、
既
述
の
と
お
り
四
代
目
県

庁
舎
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
佐
藤
嘉
明
氏
も
、
同
建
物
を
施
工
し
た
大
林
組
に
保

存
さ
れ
て
い
た
実
施
設
計
図
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
し
て
一
部
の
図
面
の
署

名
欄
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
、
現
存
す
る
二
三
○
点
の
図
面
の
判
読
可
能
な

印
と
サ
イ
ン
を
す
べ
て
目
録
化
し
収
録
し
た
表
１
に
も
と
づ
き
、
各
図
面
の
作
成
年

代
と
「
所
長
」
欄
に
捺
さ
れ
た
鳥
井
信
・
桑
原
栄
治
の
二
名
の
県
庁
舎
建
築
事
務
所

長
の
交
代
時
期
や
、
「
主
任
」
「
設
計
」
「
製
図
」
「
写
図
」
欄
の
印
と
サ
イ
ン
の
情
報

か
ら
、
各
担
当
者
の
図
面
ご
と
の
割
り
振
り
等
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し

た
い
。
な
お
、
「
保
管
」
欄
に
は
担
当
者
の
押
印
な
い
し
署
名
が
一
点
も
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
表
１
で
は
記
載
を
省
略
し
た
。

考
察
に
入
る
前
に
、
図
面
中
の
印
な
い
し
サ
イ
ン
の
人
物
を
特
定
す
る
た
め
に
利

用
し
た
、
当
該
期
の
「
神
奈
川
県
職
員
録
」
に
掲
載
さ
れ
た
県
庁
舎
建
築
事
務
所
の

名
簿
を
以
下
に
引
用
す
る
。
同
所
設
置
か
ら
県
庁
舎
竣
工
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
「
職

員
録
」
の
う
ち
現
存
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
追
録
を
含
め
て
三
冊
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
名
簿
か
ら
、
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
事
務
所
は
コ
ン
ペ
が
終
了
し
実
施
設
計
に
着
手

し
た
時
期
か
ら
職
員
を
増
員
し
、
一
九
二
八
〈
昭
和
三
）
年
五
月
四
日
の
定
礎
式
直

前
の
時
期
が
人
員
体
制
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
一
九

二
六
（
大
正
一
五
年
）
三
月
一
三
日
現
在
の
「
職
員
録
追
録
」
に
は
、
東
京
市
電

気
局
を
退
職
し
、
同
年
一
○
月
九
日
付
で
神
奈
川
県
に
採
用
さ
れ
た
コ
ン
ペ
一
等
当

選
者
小
尾
嘉
郎
が
建
築
技
手
の
筆
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。

県
庁
舎
建
築
事
務
所

所

長

心

得

建

築

技

師

成

冨

又

三

神
奈
川
県
職
員
録
（
大
正
十
五
年
五
月
一
日
現
在
）

県
庁
舎
建
築
事
務
所

所

長

建

築

技

師

鳥

井

信

参

与

地

方

事

務

官

長

岡

喜

一

参

与

建

築

技

師

成

富

又

三

顧

問
年

一

、

建
築
技
手

建
築
技
師

参

与

地

方

技

師

高

田

景

参

与

地

方

技

師

鳥

井

信

建
築
技
手

兼

土

木

課

勤

務

渡

邊

利

雄

兼

同

内

海

清

隆

兼

同

泉

浩

三

郎

兼

同

邪

答

院

利

光

県
書
記

月

七

五

岩

井

才

太

郎

月

五

七

市

村

義

一

月

五

五

会

計

課

兼

務

青

木

惰

月

五

三

知

事

官

房

文

書

係

兼

務

酒

井

順

治

月

四

五

会

計

兼

務

山

森

藤

松

助
手兼

杉

山

準

三

月

四

五

松

中

直

司

（

９

）

月

四

五

小

西

一

満

年
一
、
八
○
○
松
井
宗
一
年
一
、
八
○
○
渡
邊
利
雄

年
一
、
七
○
○
池
部
宗
薫

年

三

○

○

○

佐

野

利

器

兼

地

方

技

師

川

口

一

二

神
奈
川
県
職
員
録
追
録
（
大
正
十
五
年
十
一
月
十
三
日
現
在
）
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ｘ 逝 薄 乳 唯 鹸 茎 汁 雲 電

諒 翻 聖 ョ 取 針 南 爵 ↓ 潅 国 判 国 弓 副 毒 鮒

己 邑 詞 国 Ｉ ⑨ 蕗 溌 ○

弓 圏 詞 国 ・ 菫 訓 誤 隷 室 弐 弐 離 菫 剥 引 黙 三 劃 哉 離 ④ Ｊ ４ み

こ ｓ 訶 函 ③ 狐 詳 菫 割 気 誌 ⑨ 蒲 臓 ⑨ 蕩 障 菫 割 引 誌 ○

ぢ こ 証 国 ⑨ 躯 幸 菫 割 引 誌 三 割 引 黙 ⑨ 熟 融 菫 副 会 誌 ○

ｇ ｇ 詞 函 ⑨ 加 詳 菫 誹 引 誌 ⑨ 蒲 陣 ⑨ 蕩 臓 ⑨ 露 総 ○

こ ぢ 弼 重 ⑨ 誠 寺 菫 訓 引 離 ⑨ 諒 臨 ⑨ 蒲 磁 ⑨ 融 ヨ ○

己 冨 証 国 ⑨ 誠 幸 ⑨ 誌 聿 ⑨ 菌 砿 ⑨ 蕩 醸 室 割 会 誌 ○

弓 屍 詞 国 ③ 狐 群 ⑨ 誌 琳 ⑨ 雨 醸 ④ 与 副 ⑨ 誌 料 ○ 〆 奄 将 軋 「 鯉 匿 」 藝 旦 〆 副 誕 嬰 Ｓ ヰ ヘ ミ 卦

や ｇ 詞 国 ｘ 動 蒋 乳 舜 で 三 皇 弓 聯 叩 巴 Ｓ 軍 国 号

己 弓 詞 国 × 動 く 軋 舜 で 「 亘 国 琳 叩 己 」 ｓ ｜ 筌 国 号

９ ｍ 詞 一 皇 ｘ 蛍 簿 軋 舛 Ｆ 「 国 邑 魂 叩 巨 」 Ｓ 国 昌 罫 》

弓 忌 詞 屋 ⑨ 」 諏 琳 堂 鄙 引 誌 ⑨ 繭 臓 ④ 薦 田 菫 割 引 識 ○

己 届 詞 貢 一 ⑨ 加 詳 ⑨ 誌 詳 ⑨ 蒲 嘩 ⑨ Ｊ 瓦 ⑨ 或 識 ○

ｓ 己 詞 塵 ⑨ 誠 雫 ③ 該 詳 ⑨ 輔 磁 ⑨ Ｊ 均 ⑨ 皿 調 ○

己 屋 訶 国 ⑨ 狐 琳 ⑧ 誌 寺 ④ 蘆 嬰 ④ 藍 誤 菫 鄙 引 黙

己 晟 証 国 ⑨ 弧 聿 ⑨ 誌 寺 ④ 蘆 嬰 ④ 筐 鶚 ⑨ 僅 田 ○ 別 動 く 乳 「 聖 同 」 「 識 ！ 」 塞 汽 両 司 ． 望 ｓ 副 鮮 が ，

己 弓 詞 璽 ③ 狐 半 ⑨ 誌 聿 ④ 善 嬰 ④ 藍 誤 ⑨ 蕗 總 ○

ｇ 膿 証 国 ⑨ 狐 寺 ⑨ 誌 聿 ④ 蘆 嬰 ④ 藍 顎 三 割 封 離

ｇ ｓ 詞 国 菫 計 会 離 室 割 制 詫 ④ Ⅲ 餌 ゞ ④ 菩 雲 ④ Ⅲ 諏 〆 ④ 零 Ｅ 菫 黙 黄 誌 ○ 汎 奄 薄 、 「 剖 円 」 「 識 ‐ 」 蓋 汽 両 ． 式 巴 Ｓ 副 詳 卦

己 匡 詞 寅 一 室 割 引 諌 ⑨ 誌 雫 ④ Ⅱ 証 〃 ④ 筐 誤 ④ Ⅱ 証 ⑨ 鹸 里

己 己 罰 国 ⑨ 狐 琳 ⑨ 誌 寿 ④ Ⅱ 証 ④ 仙 諏 ⑨ 識 ヨ

己 己 罰 国 ⑨ 」 狐 琳 ⑨ 隷 聿 ⑨ 曽 雲 ⑨ 蕪 三 ⑨ 誌 漁 ○

Ｓ ｇ 詞 匡 ③ 加 琳 ⑨ 議 詳 ⑨ 善 嬰 菫 靴 芸 誌 菫 割 引 誌 ○ ｘ 奄 無 則 「 剖 閉 」 「 識 ！ 」 義 行 両 ． 剴 竺 ｓ 副 鐵 卦

己 匡 詞 一 婆 ⑨ 諏 寺 ③ 誌 詳 ⑨ 蘆 誤 ⑧ 事 三 菫 罰 引 離 ○

己 展 弼 寅 一 ⑨ 誠 二 ” ③ 誌 詳 ④ 藍 鶚 童 黙 剖 誌 菫 割 引 離

己 ｓ 河 童 ⑨ 誕 壽 ③ 誌 等 ⑧ 蘆 袈 ④ 荏 巽 ⑨ 訳 詞 Ｘ 動 く 山 「 聖 民 」 「 識 ｌ 」 茎 行 商 ． 計 」 Ｓ 別 簿 卦

己 己 弼 国 ⑨ 《 狐 半 ⑨ 露 寺 菫 剴 斜 誌 堂 黙 剴 詫 ⑨ 露 丑 ○

ｇ 巨 罰 国 ⑧ 誠 詳 ⑨ 誌 琳 ⑨ 善 聖 堂 剴 引 誹 ｅ 露 瀧 ○

こ こ 詞 璽 ⑨ 諏 寺 ⑨ 誌 琳 三 割 引 離 重 割 引 誌 ⑧ 融 日

君 『 霊 園 ⑨ 誕 聿 ③ 蕗 半 ⑨ 曽 鶚 ② 零 居 菫 割 引 誌

己 晟 詞 ヨ ⑧ 証 寺 ⑨ 露 躰 ④ Ⅱ 釦 ④ Ⅲ 極 ⑨ 織 田

己 国 罰 国 ⑨ 誕 幸 ⑨ 議 聿 ⑨ 曽 誤 ⑨ 零 Ｅ ⑨ 露 雅 ○

己 届 詞 国 ⑧ 諏 詳 ③ 盆 寺 ② 葭 嬰 ⑨ 蕪 冒 ⑨ 隷 舗

己 忌 詞 国 ⑨ 誕 寿 ⑨ 議 詳 ⑨ 曽 聖 ⑧ 零 Ｅ ⑨ 露 牌

己 届 罰 国 室 割 引 黙 三 割 引 離 三 割 引 黙 堂 剖 別 離 ⑨ 腰 ヨ

己 冨 詞 国 ⑧ 加 半 ③ 露 半 ⑨ 善 嬰 ④ 日 田 室 誹 会 誌

己 園 罰 国 ⑧ 加 詳 ⑨ 露 詳 三 訓 剴 誌 ④ 日 田 室 剖 崇 黙 ○

ｓ 届 詞 一 茎 ⑧ 犯 詳 ⑨ 誌 寺 ⑨ 藍 嬰 ⑨ 事 Ｅ ⑨ 誌 料 ○

己 屋 詞 重 ⑨ 誕 詳 ② 露 琳 ④ 三 口 ⑨ 零 Ｅ 堂 謝 蛍 誌 ○

や 麗 詞 医 ⑨ 誕 詳 ⑨ 隷 寺 ⑨ 荏 嬰 ⑨ 零 Ｅ ⑧ 融 臣 ○

こ ぢ 罰 重 ｅ 孤 芽 ⑧ 誌 寺 ④ 三 口 ⑨ 零 Ｅ ② 般 圧 ○

己 届 証 園 ⑨ 誠 幸 ③ 蔀 寺 ④ 三 コ 堂 訓 引 離 堂 割 引 識 ○

こ こ 罰 国 ⑨ 証 詳 ・ 菫 割 引 識 ⑨ 善 誤 ⑨ 零 冒 室 鄙 斜 黙 ○

ご 届 詞 三 ⑨ 誠 寺 室 劃 貴 誌 ④ 三 こ 室 副 斜 誌 ⑨ 露 丑

己 届 証 国 ⑨ 加 聿 ⑨ 蕗 寿 ④ 三 コ ⑨ 蕪 三 ⑨ 露 繍 ○

己 崗 詞 重 ⑨ 罪 寺 ⑨ 誌 詳 竺 剖 会 誌 ⑨ 零 Ｅ 巷 一 訓 斜 誌 ○

弓 呂 証 国 ⑨ 罪 聿 堂 割 引 離 ④ 蘆 顎 ⑨ 蕪 三 ⑨ 伝 田 ○

己 巨 詞 三 ③ 狐 等 ⑨ 誌 寺 ④ 善 嬰 ⑨ 事 Ｅ 室 鄙 誤 離 ○

己 屋 詞 冥 一 ⑨ 誠 雫 ⑨ 露 壽 ⑨ 篭 醸 ⑨ 篤 砿 ⑨ 露 綿

弓 届 証 国 ⑨ 諏 聿 菫 割 引 識 ⑨ 蒲 醗 菫 訓 引 溌 三 剥 引 誰

弓 隠 詞 国 Ｉ ⑨ 誌 聿 ⑨ 碕 臓 ○

弓 胃 詞 国 １ ⑨ 露 ＃ ⑨ 葛 醗 ⑨ 隷 繍 ○

己 鵠 詞 匡 ⑨ 誌 琳 ⑨ 繭 砿 ⑨ 誌 瀧 ○

己 思 詞 函 三 劃 会 誌 菫 訓 引 誹 ○

弓 囲 詞 重 ⑧ 該 ＃ ⑧ 蕩 醸 ⑨ 露 料 ○

ｇ 思 詞 国 Ｉ 室 剥 剴 誌 ⑨ 爵 臓 ○

己 邑 証 国 Ｉ ⑨ 藍 繍 認 代 亘 １ コ 墹

己 韻 詞 塵 Ｉ ⑨ 蕩 臓 菫 鄙 引 黙 ○ 弓 氏 コ ー コ 蝋

己 屋 罰 国 ④ 氏 ご み ⑨ 露 雫 ⑨ 蔑 砿 ④ 苫 三 ⑨ 露 丑 ○

己 扇 詞 画 一 ⑧ 誌 号 ○ 又 蛍 に 乳 「 到 司 」 「 誤 ｌ 」 菫 鵯 一 一 割 引 離 吾 か ．

己 夙 罰 国 ⑨ 紳 罰 ⑨ 諭 磁 菫 剥 引 誰 菫 鄙 引 溌 ⑨ 陰 玉 ○

己 屋 詞 重 ⑨ 静 詞 ⑨ 繭 嘩 ⑨ 融 日 ○

己 宕 弼 重 Ｉ ’ ④ 副 調 〃 ④ 憲 二 ⑨ 紐 圧 ○

己 呂 罰 国 ⑨ 紳 弼 ⑨ 臨 臓 ⑨ 訓 諏 ③ 砂 王 ○

つ 目 罰 国 室 割 引 離 三 割 引 黙 一 Ｉ ④ 露 総 ⑨ 震 三 ○ × 奄 将 叫 国 ． 目 」 「 部 ！ 」 華 同 「 萄 砿 」 召 卦

己 忌 詞 国 三 鄙 会 誌 ⑨ 雨 麟 ④ 該 純 ⑧ 融 三 ○ 泓 奄 に 乱 「 聖 日 」 「 識 ！ 」 蓋 汽 〃 室 割 引 誹 碧 蚕

Ｓ ｃ 詞 国 ⑨ 紳 罰 菫 割 引 誌 一 室 割 引 黙 ⑨ ｑ ｘ ⑨ 織 三 ○ 卿 奄 超 、 型 ‐ 屍 」 「 部 ！ 」 蓬 汽 「 繭 醸 」 ヨ コ

畠 』 詞 璽 ⑨ 紳 罰 ⑨ 繭 賎 ④ 山 叫 み ⑧ 誌 丑 ○

急 、 詞 亘 ⑨ 赫 弼 ⑨ 諭 障 一 ③ 葱 三 ④ 誌 料 ⑨ 織 王 ○ 汎 奄 に 、 扉 ヨ ご 「 識 ｌ 」 塞 汽 「 雨 磁 三 罫

句 ＄ 罰 匡 ⑨ 料 罰 ③ 蕩 砿 一 ③ 葱 田 ④ 隷 料 ⑨ 紐 鳶 ○ 汎 奄 侭 丸 「 到 扁 」 「 識 ｌ 」 塞 両 「 蒲 臓 」 昌 卦

園 ③ 詞 国 ⑧ 粋 罰 ⑨ 爵 醸 ④ 誌 糖 ④ 誌 繍 ○

Ｓ っ 詞 重 ⑧ 粋 詞 ⑨ 繭 醸 ④ 苫 田 ⑨ 訟 白 ○ ｘ 由 に 乳 「 聖 同 」 「 識 ！ 」 蓋 行 「 蒲 麟 」 三 か ．

司 哩 罰 一 塁 ⑨ 紳 詞 ⑨ 藻 臓 ⑨ 茜 田 ② 誌 丑 ○ × 盟 蝿 乳 「 到 月 」 「 謡 Ｉ 」 塞 両 「 蒲 臓 三 一 対

司 、 詞 重 ② 瀞 詞 ⑨ 薄 醗 菫 剥 美 辞 ⑧ 露 骨 ○ 又 奄 簿 乳 「 到 月 」 「 識 ｌ 」 蓋 行 「 蕩 醗 」 吾 卦

電 函 冤 函 ③ 紳 詞 ⑨ 蒲 砿 ④ 酬 蒸 ③ 畑 三 ○ 〆 奄 将 丸 「 雪 誌 」 「 顎 Ｉ 」 塞 行 「 雨 陣 」 晉 卦

の 国 気 室 ③ 紗 冨 ⑨ 蒲 臓 ⑨ 訓 詞 ② 譲 与 ○ 汎 奄 蒋 丸 「 四 月 」 「 識 ｌ 」 義 行 「 蒲 臓 」 吾 卦

の 露 悪 亘 ⑨ 淋 罰 ⑨ 藤 醸 ④ 訓 蒸 ③ 誌 号 ○ 汎 奄 駕 、 「 当 月 」 「 識 ！ 」 義 行 「 蔚 臓 」 吾 卦

ｇ ③ 五 塁 ⑨ 瀞 罰 ⑨ 繭 麟 三 劃 宍 詫 ④ 露 具 ｝ ○ × 宙 蒋 、 「 到 月 」 「 識 ｌ 」 義 行 「 臨 臓 」 吾 封

切 ｇ 詞 匡 ⑧ 瀞 訶 ④ 筐 鶚 ④ 汁 号 奔 で 室 訓 引 誹 ○

己 勗 詞 国 ③ 紗 弼 ⑨ 飼 醸 ④ 篇 圧 ④ 誌 総 ④ 誌 純 ○

つ 震 証 亘 ⑨ 紳 詞 ⑨ 蕩 臓 ⑨ 蕊 ヨ ⑨ 薗 田 ⑨ 砂 田 ○ 汎 暫 峰 山 「 習 属 」 「 謡 ！ ‐ 」 義 行 「 蒲 臓 」 吾 封

ｇ Ｅ 詞 匡 ③ 淋 詞 ⑨ 蒲 陣 ⑨ 麹 田 ④ 苫 田 ⑧ 誌 号 ○ 「 夛 曾 』 四 藩 き き 〆

＄ ↑ 詞 国 ⑨ 紳 証 ⑨ 蒲 醸 ④ 筑 罷 ④ 荊 田 ④ 誌 牌 ○

９ ｓ 冤 国 ③ 瀞 詞 ⑧ 蕩 障 ⑨ 蕊 ヨ ⑧ 薗 田 ⑨ 織 田 ○ 汎 廼 焔 軋 「 劃 ~ 【 」 「 識 ｌ 」 塞 汽 「 繭 陣 」 吾 卦

司 、 悪 童 ⑨ 脾 罰 ③ 篇 臓 ⑨ 競 田 ⑨ 薗 田 ⑨ 紐 田 ○ 〆 奄 悠 軋 「 当 【 」 「 職 ｌ 」 菫 呉 爵 砿 」 晋 卦

魂
弓 認 印 一

詞 匡

詞 掛 一 婆

五 塁
調 区

誰
③③
瀞瀞
訶罰

熊誰
菫 割 引 誌

室 割 引 誌

④ 藍 鶚

⑧ 藍 誤
熊
②④
蕩善
醗嬰

⑨⑨
蕩蔑
鯵醸雛
③倒
即旧ロト
蒸詞

汁 妻 電

弓 副

又 奄 〉 、 乳 「 到 月 」 「 識

〆 奄 将 丸 罰 弓 ご 「 蕊

〆 奄 に 乳 「 聖 同 」 「 識 ！ 」 蓋 行 「 蒲 麟 」 三 か

汎 盟 蝿 乳 「 到 月 」 「 謡 Ｉ 」 塞 両 「 蒲 麟 三 罫

壽 輔
」 義 行 「 蕩 醗 」 吾 卦

」 塞 行 「 雨 陣 」 晉 卦

１ つ 今 Ｉ



表1 四代目神奈川県庁舎実施設計図目録

仮整理
番号

目録
番号
キング

番号
作成年代図面番号 似1面名材

１

２

１

２

３

１

詳

３

詳

２

之

之

之

之

之

之

不

ノ

不

之

０

仁

赦

赦

赦

赦

歌

赦

漱

錨

雅

趣

城

７

０

９

１

Ｌ／

Ｌ

Ｌ

Ｌ

／

／

／

其

な

な

な

な

１

１

一

二

０

１

２

３

４

４

５

６

７

７

７

０

１

の

１

の

２

載

載

載

戦

ぱ

い

卯

虹

之

ノ

ー

２

５

別

別

加

別

別

別

別

訓

加

別

別

型

虹

損

皿

損

虹

記
１
３
４
５
６
７
８
記
記
記
皿
妬
肥
Ⅳ
肥
岨
岨
加
虹
犯
羽
塑
溺
泌
諏
詔
羽
訓
弧
犯
調
劉
弱
諏
詔
羽
伽
但
蛇
娚
“
妬
妬
卿
粥
別
開
船
的
沼
刃
別
別
躯
鯛
拠
別
師
鋤
恥
恥
妬
其
其
、
、
喝
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
恥
欠
恥
欠
恥

〔図mリスト〕 記載なし

大正15年11月30日

大正15年11月30日

大正15年11月30日

大正15年11月301 I

大正15年11月301 1

大止15年11月30u

人正15年11月30日

記載なし

記載なし

記載なし

大正15年11月30日

大正15年11月30日

大正15年llil30H

大正15年11月30日

大正15年11月30日

大正15年11月30日

大正15年11月30日

大正15年11月30日

大正15年11月30日
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(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

､}え而図 （第壱階）

平面図 （第弐階）

Iえ面図 （第参階）

平面図 （第四階）

平面図

~平面図
(第五階）

(屋根及階段室帷塔屋第六階）

平面Ⅸ’ （塔屋）

〔正面立1m図〕

〔西側立面|畑

〔南側立血図〕

断面図 （内庭横断面） (1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

断面図 （室内横断血）

断面図 （内庭縦断面）

基礎平面図

基礎詳細図

基礎詳細IxI

基礎詳細IxI
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鉄骨軸部之図 (其之弍）

(其之参）鉄骨軸部之図

鉄骨軸部之IxI (其之四）

鉄骨軸部之図（其之五）

鉄骨軸部之IXI (其之六）

鉄骨軸部之図（其之七）

鉄骨軸部之図（其之八）

鉄骨軸部之IXI (其之九）

鉄骨軸部之図（其之拾）

鉄骨軸部之図（其之拾壱）

鉄骨軸部之図（其之拾弐）

鉄骨軸部之図（其之拾参）

柱配置図其壱 （地階及第壱階）
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（1926年）

（1926年）

（1926年）
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（1926年）

（1926年）

(1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）

（1926年）
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(第弐．参階）

(第四.五.六.七.八九階及屋根）

柱配置図

柱配置図

鑑
一
電

鉄骨柱断面表 （其弐）

鉄骨柱詳細Ⅸ｜ 其壱 （種別番号⑤⑦⑨ノ各種）

鉄骨柱詳細図其弍 （種別番号⑤⑦⑨ノ各禰）

地! ''梁配置図

地中梁表

第壱階床梁配置lxl

（其壱）第壱階床梁表

第壱階床梁表其弍 （附梁詳細）

第弍階床梁配置lxI

第弐階床梁表 （其壱）

第弐階床梁表 （其弐）

第参階床梁配置図並梁表 其壱

第六階梁及主屋根梁配置図

塔屋各階床版並南北西各階段室屋根版之図

矩計之図其参 （内庭側）

矩計之図其四 （内庭側）

内部仕上表 （地階）

内部仕卜表（第壱階）

内部｛|上表 （第弐階）

内部仕上表 （第参階）

内部仕上表 （第1川階） (1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

(1926年）

内部Ⅱ上表 （第五階）

内部仕上表 （第六、七、八、九階）

内部仕上表 （第六、七、八、九階）

西第二階段室詳細lxI 其二

仕上詳細岡正面中央部南隅

西玄関I:部詳細似’

第五階各部隅出仕上詳細1/20

議場側矩計図

塔屋矩計図（其ノー）

南北えれべ－た室窓割詳細

(1927年）

(1927年）

昭和2年5月30日 (1927年）

昭和2年6月21 1 (1927年）

昭和2年6月11 1 (1927年）

昭和2年10月15日 (1927年）

昭和2年11j114日 (1927年）

昭和2年9月7R (1927年）

昭和2年8月151 1 (1927年）

記載なし

昭和2年8119H (1927年）

火夫室石炭庫汽罐室

地階南下足置場~
(詳細図）

正凹玄関文書受付詳細IX1 S1/201/50

地階第二食堂並リフト詳細 （1/2()） 昭和2年9112H (1927年）

昭和2年71114日 (1927年）

昭和2年121123日 (1927年）

昭和2年6月311 (1927年）

昭和2年6月61 1 (1927年）

昭和2年6119日 (1927年）

昭和2年8月27H (1927年）

昭和2年7月3日 (1927年）

昭和2年7117日 (1927年）

昭和2年7月15日 (1927年）

昭和2年9月12日 (1927年）

昭和2年12月25日 （1927年）

昭和2年8月20日 （1927年）

昭和2年8月3日 （1927年）

昭和2年12月23日 (1927年）

地階調理幸炊夫室並炊事倉庫詳細 (S1/20)

地階乃至屋階換気筒装置詳細 (S1/200rl/50)
地階南北浴宰詳細 （S､1/20orl/50）

地階南北便所詳細 (S､1/20orl/100）

地階南北便所詳細 （S､1/20orl/5）

(S1/200rl/l）

地階警察部小使室及湯沸場詳細 (S.1/20orl/50)

地階度量衡検査室詳細 （S1/20orl/50）

地階度量衡検査室詳細 （S,l/20）

地階度量衡検査室デレツキ詳細図Sl/20

正面及南面車廻シ詳細図 (S1/200rl/50)

一階外部正面卓寄詳細（床石割) S1/20

－階外部正面車寄詳細 (S.1/20)

一階外部正面車寄詳細 (S1/201/50orl/2)

一階正面玄関詳細 (Sl/50orl/20)
一階正面玄関詳細 （Sl/20orl/50）

昭和2年6月18H (1927年）

昭和2年7月19[］ （1927年）
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・呼量「調埋」里塞「ｌ総」「眉に」、急〆

仲畳「鯛堅」型甕「１職」両目胆●噂鼠〆

伸呈「咽翼行垂「１鯉」「閂届」端入辱〆

１１１脾伝「劇駕」辿甕「１塒」「間桾」論、《料

仁畳「調埋」辿甕「Ｉ鱈」酉縮」論入毎Ｋ

捧呈「頚翼」旦塞「１恥」「当壗」論、鼠〆

仲畳「頬駕」旦至「１職」国目匹稲入晶〆

仲畳「顎襲」旦塞「ｌ聡」「閂‐祠」い、蔵Ｋ

拝呈「咽望」旦甕「１雛」「閂届」始八毎Ｋ

伸匿「頚鰹汀垂「１蹄」「肖而」稲、鼠〆

仁匿「頚堅」辿奎「１聡三当馬」稲入毎Ｋ

仲置「姻堅」型至「１職」「肖症」や入毎Ｋ

仲畳「咽磐」旦毒「１紐」「当馬」論入毎Ｋ

樺ニニ頚竪」里至「１繩」「旨尼」稲入曝〆

仲匿「翻駕」型甕「１壗」「肖罹」始入毎Ｋ

拝呈「頚望」Ⅷ壼三１雛」「当馬」・噂尽〆

捧呈「鯛堅行壽三１鯉」国巨堕稲入毎Ｋ

悴ニニ頚豊」旦琴「１聡三当馬」稲入毎Ｋ

唾昼「鯛塑」ｕ垂「１鯉」「当届」稲入毎Ｋ

倖房二咽望」辿睾「１鮭」「当届」い、尽〆

虹三「頚豐」且雲「１繩」「嵩届」論入毎Ｋ

紅一三調磐行垂「Ｉ繩」「筐届」、急〆

蝿絡旦昭哨章塞逆逵喫宮区

蝿吊里紹硝意甕逆鐘煕厘国

蝿粥型賠隅汝塞逆垂専匡ヨ

岬舗埋紹硝章遅逆緯等阻区

蝿吊里賠縄章塞逆樟岬巨国

蝿吊旦昭蝿章睾逆毒卑冒函

坤吊旦賠蝿京塞逆蜂恕這国

蝿吊早昭縄章塞通蜂哩巨国

蝿粥辿昭縄章蓬通蜂岬巨国

蝿吊旦紹悩京蓬逆建卑恒国

岬舗旦陪判章雲竝緯専巨函
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縦長応接室詳細（第三階) S1/20orl/501/100

第三階議員控室（第一室） （第二室）

三階議場詳細（正面IxI) S1/20

三階議場詳細図（縦断面図) S1/20

２

３

４

５

６

７

２

３

４

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚

７

７

７

７

７

７

４

４

４

三階議場詳細図（西側及北側) S1/20

三階議場舞台及舞台両側室詳細IxI S1/20

階議場（天井伏）詳細S､1/20

階議場詳細似’ （傍聴席配置及天井伏） S1/20

四階正庁外部窓側詳細及問仕切側S1/50IxI

四階正庁詳細S1/201/50

|叫階lE庁天井伏詳細 昭和2年12月17｢I (1927年）

昭和2年7月14H (1927年）第四階農務課肥料検奇室S1/20S1/50

五階第壱食堂詳細Sl/20S1/50orl/100

衛生試験室（第五階） （其之壱）
第五階衛堆試験室其ノー

第五階衛生試験室其ノ三

昭和2年10月29日 (1927年）

昭和2年7月8I I (1927年）

昭和2年7月l1 1 (1927年）

昭和2年7112日 (1927年）

１

２

ノ

ノ

ヴ
へ
仏
叉

ト
ト

３

３

NQ271 3枚ノ3

N0272 地階乃至五階五|偕電譜交換手宿直幸地階電話係宿直室地階電話機械室
防火戸地階工夫宿直室那細Sl/20

仮3-4-10 昭和2年8月19日 (1927年）144 142

東側西側塵芥投捨箇並地階自動車通路鉄扉詳細仮3-4-11

W10-9

昭和2年9月261 I (1927年）

昭和3年2112H (1928年）

蝿

晩
２ノ枚３

０

２

８

８

２

２

０

Ｑ

Ｎ

Ｎ

岨
一
幽 外部排水I車設計IXI (マンホール詳細IxI) 縮尺1c20

内庭Im排水工事設計Iｽl
lc200

内庭面排水工事設計図
縮尺l ： 20

仮10-16 N0283 4枚ノ1 附煙道灰出口設計図 （配置平面図） 縮尺

附煙道灰出11設計図 （マンホール詳細図）

昭和3年1月2011 (1928年）147 145

仮10-2 N0283 4枚ノ2 昭和3年1月231 1 (1928年）148 146

(1927年）

(1927年）

仮10-3

IR10-11

NQ283 4枚之3

N0283 4枚之4

内庭IAi排水工事設計図 昭和2年91121日

昭禾' '2年9月21H

岬
一
ｍ

ｗ
｜
蝿

０２ノー０

０

０

２

１

ノ

ノ

ー

１

~
~
~

Ｓ

Ｓ内庭I訂排水工事設計図

仮10-12 N0284 3枚ノ1 空濠、斜道及トレンチ設計図 （配置平mim) (トレンチ詳細図） 縮
尺1 ： 2001 ： 20

昭和3年2月1日 (1928年）151 149

空濠、斜道及トレンチ設計図 （各部詳細図） 縮尺1 ： 20

蓄電池室設計図縮尺五拾分と,ど、弐拾分之壱、及現寸

番外

２

３

１

１

’

６

７

０

１

２

３

α
４
２
２
４
３
８
平
９
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
２
３
４

１

３

９

９

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮
仮

NO284 3枚ノ3

NQ286 1之1

記載なし

番外2

記載なし

昭ｲ113年2月13[I (1928年）

昭和3年2月14日 (1928年）

大If15年111130日 (1926年）

昭ｲ112年5H6I I (1927年）

昭和3年3月1日 (1928年）

昭和3年31131 1 (1928年）

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

哩
塑
皿
一
価
些
吋
一
睡
一
塑
型
血
一
哩
一
嘘
一
血
一
唖
型
型
唖

、
｜
画
一
哩
一
職
唖
一
皿
一
蠅
皿
城
ｗ
蠅
一
”
一
ｍ

配置恢1 1/200

特別照Iﾘl器具Sl/20

記載なし

記載なし

特別照明器具

e神奈川県庁舎

O神奈川県舎

e神奈川県庁舎

⑳神奈川県庁舎

⑤神奈ll l県舎

③神奈ll l県舎

④神奈川県庁舎

Sl／20

第一階平面似l 縮尺二百分壱

第二階平面IxI 縮尺二百分壱記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

第三階平面図縮尺二百分壱

輔四階平面lxl 縮尺二百分壱

第五階平図縮尺二百分壱

第六階平面図縮尺二百分壱

第七八九階平面及尾根伏|叉I 縮尺二百分壱

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

記載なし

⑤神奈川県庁舎新築第壱期工事設計･図第二階平|向i 縮尺二白.分壱

⑳神奈川県庁舎新築第壱期工事設計図第三階平面縮尺二百分'ど

記載なし

記載なし

８

９

５

５

１

１

⑤神奈川県庁舎新築第壱期工事設計図第四階平1m縮尺二百分ノ壱記載なし
③神奈川県庁舎新築第壱期工事設計図第五階平面縮尺二百分ノ壱|記載なし

０

１

６

６

１

１
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スタンプ署名欄

設計

スタンプなし

法
ｊ
寸
燃
法
樹
寸
Ｉ

大林組
所蔵

縮尺 種別 備考
所長 ｜ 主任 製図 写図

3391 5081原図 図面名称は欄外表記によるl/200

原図 図面名称は欄外表記によるスタンプなし1/200 340 508

5961 10171原IXI - ｡Sn l⑥池部 ⑥竹田 ⑳亀田 スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有

スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有｡欄外
に｢神奈川県庁舎新築第壱期工事設計図
基礎詳細其ﾉ四縮尺二十分ノー｣の表記有

○1/20

原図 ⑥S、 昂池部 ⑥松葉1/20 593 1031 ○

5941 10201原図- CSn l⑥池部 ⑥松葉、⑥宮本④松葉 ’ ○ ｜スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有l/20

⑥S、 う池部原図 ⑥竹田 スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有｡スタ
ンプ｢訂正｣｢第一｣欄に｢2.5.4.｣の記載有

ｽﾀﾝﾌ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有｡スタ
ンプ｢訂正｣｢第一｣欄に｢2.7.5.｣の記載有

⑳亀田 ○598 1017l／20

原図 $池部 ⑥宮本 ⑳亀田 ○1/20 594 1013 ⑳Sn

判読不能
サイン

原図 ⑥S、 $池部 ⑦松中、⑥宮本 ⑳松葉 ｽﾀﾝﾌ「主任」欄に佐野利器のｻｲﾝ有。ス
タンプ「訂正」 「第一」欄に「2.7.5.」の記
載有

○596 10211／20 ~

⑥池部5941 1011 原図- ESn ⑥宮本 ⑳亀H1 スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有l/20

1／20 ⑥S、 ＄池部原図 ⑥宮本 スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有｡欄外
に｢神奈川県庁舎新築第壱期工事設計図
基礎詳細其ﾉ十(北玄関下） 縮尺二十分ノ
ー｣の表記有

597 1039 ~

⑥
｜
’

Sn l⑥池部
｜③池部

1018原似1 －

1012原図 一

⑥竹田

判読不能

⑳松葉

⑳亀田

スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有魂
一
弘

皿

脚 ○

〔1/50〕 原図 ⑥S、 $池部 ⑥竹田 判読不能 スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有｡スタ
ンプ｢訂正｣｢第一｣欄に｢2.4.27. (補正)｣の記
載有

○599 1019

⑥池部

⑥池部

⑥池部

⑥池部

②池部

判読不能

④池部

⑥池部

⑥池部

判読不能判読不能

⑥池部

④池部

⑳池部

④池部

③池部

⑥Sn ②池部

¥'1読不能

⑥Sn 判読不能

f'l読不能

⑥Sn ⑥池部

⑥池部

⑥池部

⑥池部

¥'l読不能

⑥池部

判読不能

⑥池部

⑥池部

⑥池部

③池部

④池部

判読不能⑥佐々木

⑥佐々木
のｲ亡お士一

判読不能⑥佐々木

⑥佐々木

⑥佐々木

卵
一
雨

駆
一
駆

”
｜
即
一
雨

雨
一
駆

駆

駆

駆

剛

一

蝿

雨
一
卵
一
駆

剛

一

雨

雨

郎
一
駆
一
駆
一
駆
一
駆

駆

緬
一
駆
一
駆

卵

一

駆

卵
一
駆
一
駆
一
馴
一
卵
一
駆
一
駆

⑥竹田

判読不能

⑥竹田

⑥竹田

③松中

④亀田

④亀田

④亀田

④亀田

⑳亀田

④亀田

④亀田

④亀田

④亀田

④松中

○

０５ノー

ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

、

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

２

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

５

２

２

ノ

ノ

ノ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

ノ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

／

ノ

ノ

ノ

ノ

ー

１

１

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

／

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ー

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ー

１

１

１

１

１

１

１

１

１

〆

Ｌ

〆

Ｌ

〆

Ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

〆

Ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

〆

Ｌ

〆

Ｌ

〆

Ｌ

〆

Ｌ

〆

Ｌ

〆

Ｌ

〆

Ｌ

諏
一
班
狸
一
魂
皿
一
釧
一
皿
認
知
班
知
班
弘
一
班
班
一
弘
一
魂
認
一
皿
班
一
証
一
亜
一
埜
鉦
認
知
伽
一
皿
一
剛
一
卸
一
剛
加
一
砿
一
皿
砺
一
郎
一
知
一
皿

皿
一
皿
一
睡
一
皿

皿
一
皿
一
岬
一
皿
一
ｍ

恥

岬
一
皿
一
皿
一
皿
一
皿
一
唖
一
ｍ

姻
一
知

皿
一
岬
一
皿
一
町
｜
”
｜
岬
一
皿

”
｜
皿
一
皿

伽
一
睡

蠅
一
恥
一
岬
一
Ⅷ
｜
皿
一
哩
一
皿

二

二

二 判読不能

判読不能

⑥竹田

⑥池部

判読不能

④池部

⑳池部

④池部

判読不能

⑥宮本

判読不能

判読不能

⑥津野

○
○判読不能

⑳桑原

⑳亀田 ○ ｜ ｢議場ｷｬﾗﾘｰ｣か

⑳亀田｜
｜
》
｜
》
｜
’

④亀田

④亀田

⑥松中

④亀田

④亀田

④亀田

④亀田

⑳亀田

⑳亀田

④亀田

④亀田

⑳亀田

④亀1冊

④岨田

④亀田

⑳松葉

④松葉

○
○

スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有

スタンプ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有

ｽﾀﾝﾌ｢主任｣欄に佐野利器のｻｲﾝ有

○
’
○

＝
⑳桑原

三二

三一

判読不能

④カサイ

④カサイ

○
｜
、

スタンプ｢訂正｣｢第一｣欄に｢2.7.5｣の記載有

④カサイ

⑥津野

⑥侍山

判読不能

④カサイ

二

~ ○
’
○
○
’
○
’
○
○

二一一_

⑳桑原

⑳桑原

④桑原

判読不能

④桑原

⑳桑原

判読不能

判読不能

判読不能

判読不能

⑳松葉

④松葉

④松葉

⑳松葉

⑳松葉

③松葉

④松葉

判読不能⑥佐々木

判読不能⑥佐々木

判読不能⑥佐々木

判読不能⑥佐々木

④松葉

④松葉

⑳亀田

⑳亀田

④渡邊
⑥佐々木

原図 ④桑原 節渡邊 ＄淡ノ輪 ⑳亀田513 6731/20， 1／100

5081 67() |原|xl l⑳桑原 ｜判読不能⑥佐々木 ｜判読不能 ｜④亀田 ○〔1/20〕

⑥淡ノワ[1/100]、 [1/200] 原図 ⑥桑原 ､卜11読不能 ⑯松中 ○ 西側車庫平面図･東側車庫平面図･立面図な
ど｡スタンプ｢図面総数｣欄に｢7｣の記載有

基礎梁及柱配置図･柱基礎配置図など｡スタン
プ｢図面総数｣欄に｢7｣の記載有

555 743

⑥桑原 判読不能 判読不能(1/200] 原図 う淡ノワ ○555 736

原IxI ⑥桑原 判読不能 ○ スラブ･壁詳細凶｡スタンプ｢図面総数｣柵に
｢7｣の記載有

[1/20] 745550 ~

〔1/20〕 原図 ⑥桑原 判読不能 判読不能 ○ 基礎詳細図｡スタンプ｢図画総数｣欄に｢7｣の
記載有

746547

〔1/20〕、 〔1/50〕 ⑥桑原 判読不能 ⑥淡ノワ 各室詳細図･断面図など｡スタンプ｢図面総数」
欄に｢7｣の記赦有

原図 ○587 775

原図 ⑫桑原 判読不能 ⑥淡ノヮ ○ 倉庫･化学室･水槽室詳細図など｡スタンプ｢図

面総数｣欄に｢7｣の記載有
[1/20]

戸へF

DjO 723

宿直室平面図･便所断面詳細図など｡スタンプ
｢図面総数｣欄に｢7｣の記載有

〔1/20〕 原図 ⑥桑原 判読不能 ⑥淡ノヮ 通淡ノワ
~nF

イJ、 ○554

[1/20]

~〔1/20〕
7501原図|-
7501原図|-

○
’
○

型
蝿

二 二
~

二
~~

－68－



仮弊理
番号

目録
番号

キング

番号
作成年代図面番号 lXl面名称

第六階平面縮尺二百分ノ壱|記載なし169 1162 1仮6-5 1記載なし

④神奈川県庁舎新築第壱期工事設計図第七八九階（平面）及屋根伏
縮尺二百分壱

記載なし記載なし仮6-6170 163

昭和2年3月9日 （1927年）171 1171 1仮4-4 鉄筋こんくり一トエ作3 1基礎詳細図（えれべ－た一ぴつと下） ⑤⑳其三1/20

昭和2年3月11H (1927年）基礎詳細図其Iﾉリ （9， 10， 12) 1/20仮4-5 鉄筋こんくり－と工作Nh4172 172

昭和2年3月9日 （1927年）基礎詳細 其五 （正面玄関部) 1/20173 1173 1仮4-6 1鉄筋工作5

昭和2年3月10｢I (1927年）基礎詳細其六 （塔屋下) 1/20仮4-7 鉄筋こんくり－と工作恥6174 174
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昭和2年3月10日 (1927年）基礎詳細其八 （南車寄） 1/20鉄筋工作NO8仮4-9176176

昭和2年3月18日 （1927年）177 177 1仮4-10 1鉄筋こんくり一と工作NQ9 基礎詳細図其9 (西玄関下) 1/20
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神
奈
川
県
職
員
録
（
昭
和
三
年
五
月
一
日
現
在
）

県
庁
舎
建
築
事
務
所

所

長年

二

、

五

○

○

建

築

技

師

桑

原

栄

治

参

与地

方

事

務

官

長

岡

喜

一

地

方

技

師

枡

井

照

蔵

建

築

技

師

成

富

又

三

顧

問年

三

、

○

○

○

工

学

博

士

佐

野

利

器

建

築

技

師

年

二

、

二

○

○

渡

邊

利

雄

年

一

、

九

○

○

池

部

宗

薫

年

二

○

○

地

方

技

師

奥

戸

大

蔵

県

書

記

月

九

○

物

品

取

扱

主

任

岩

井

才

太

郎

建

築

技

手

月

一

六

○

津

野

房

吉

月

一

四

五

佐

々

木

好

造

月

一

四

○

月

一

三

○

月

九

○

月

八

五

月

七

○

助
手月

一

○

○

月

五

三

小
尾
嘉
郎

楠
原
松
太
郎

古
賀
新
吉

侍
山
正
利

碓
井
政
人

二
見
秀
雄

〔

マ

マ

〕

高
橋
健
次
郎

月

五

五

月

五

三

月
一
四
○

月
一
二
○

月

八

五

月

七

五

松
葉
與
兵
衛

（

Ⅷ

）

平
岡
正
嘉

廣
田
清
作

濱
田
義
男

和
田
敏
明

宮
本
幸
一

ま
ず
、
ス
タ
ン
プ
の
「
所
長
」
欄
で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
事
務
所
の
初

代
所
長
を
務
め
た
鳥
井
信
の
印
な
い
し
サ
イ
ン
が
印
四
二
点
、
サ
イ
ン
一
点
の
あ
わ

せ
て
四
三
点
の
図
面
で
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
代
目
所
長
で
あ
っ
た
桑
原
栄
治
の

印
な
い
し
サ
イ
ン
が
確
認
さ
れ
る
図
面
は
、
捺
印
の
あ
る
も
の
が
一
○
○
点
、
サ
イ

ン
が
あ
る
も
の
が
七
点
の
合
計
一
○
七
点
で
あ
る
。
神
奈
川
県
庁
舎
建
築
事
務
所
は
、

県
庁
舎
の
設
計
が
設
計
競
技
言
ン
ペ
）
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
一
九
二

六
年
（
大
正
一
五
）
年
三
月
五
日
に
、
神
奈
川
県
の
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
営
繕
組

（

皿

）

織
を
代
表
す
る
建
築
家
で
あ
っ
た
成
富
又
三
を
所
長
心
得
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
当

初
の
業
務
は
同
年
六
月
二
一
日
に
小
尾
嘉
郎
の
一
等
当
選
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
設
計
競
技
に
関
す
る
も
の
が
お
も
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
コ
ン
ペ
の
審
査
結

果
発
表
か
ら
程
な
い
同
年
七
月
一
四
日
に
鳥
井
信
が
所
長
に
就
任
し
、
鳥
井
の
も
と

で
実
施
設
計
が
開
始
さ
れ
る
。
鳥
井
は
翌
一
九
二
七
（
昭
和
三
年
一
月
一
五
日
の

建
設
工
事
着
工
を
見
届
け
、
同
年
四
月
三
○
日
に
神
奈
川
県
を
退
職
す
る
ま
で
所
長

（

昭

）

の
任
に
あ
っ
た
。

目
録
番
号
１
か
ら
弱
ま
で
の
図
面
は
、
作
成
年
月
日
の
記
載
が
な
い
四
点
の
図
面

を
例
外
と
し
て
、
そ
の
他
の
図
面
は
す
べ
て
作
成
年
月
日
が
「
大
正
十
五
年
十
一
月

月

一

四

○

月

一

二

○

月

九

八

月

七

○

月

六

五

助
手月

六

五

月

五

七

西

村

東

二

郎

月

五

七

亀

田

誠

二

月

五

五

楠
原
松
太
郎

竹

田

司

古
賀
新
吉

淡
輪
志
智
老

高
橋
建
次
郎

月
一
三
五

月
一
○
○

月

八

五

月

六

七

月

六

三

松
中
直
司

（

ｕ

）

佐

藤

戦

濱
田
義
男

侍
山
正
利

宮
本
幸
一

村
山
三
郎

松
葉
與
兵
衛
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三
十
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
鳥
井
の
印
な
い
し
サ
イ
ン
が
確
認
さ
れ
る
図
面
は
す
べ

て
が
こ
の
目
録
番
号
１
か
ら
卵
ま
で
の
図
面
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

烏
井
が
神
奈
川
県
を
退
職
し
た
直
後
の
一
九
二
七
年
五
月
三
日
に
そ
の
後
任
と
し

て
二
代
目
の
所
長
に
就
任
し
た
桑
原
栄
治
は
、
翌
一
九
二
八
年
五
月
四
日
の
定
礎
式

を
経
て
同
年
一
○
月
三
一
日
の
建
物
竣
工
ま
で
所
長
と
し
て
建
設
工
事
を
統
括
し
、

名
古
屋
市
庁
舎
の
建
設
に
携
わ
る
た
め
神
奈
川
県
を
退
職
す
る
一
九
二
九
年
六
月
一

（

ｕ

）

五
日
ま
で
県
庁
舎
建
築
事
務
所
所
長
の
任
に
あ
っ
た
。

桑
原
の
印
な
い
し
サ
イ
ン
が
確
認
さ
れ
る
図
面
の
う
ち
、
最
も
作
成
年
月
日
が
古

い
図
面
は
、
所
長
就
任
か
ら
約
二
週
間
後
の
一
九
二
七
年
五
月
一
八
日
付
の
図
面
「
塔

屋
柱
詳
細
図
⑤
‐
⑨
」
（
表
１
、
目
録
番
号
狸
で
あ
る
。
佐
藤
嘉
明
氏
は
、
桑
原

（

喝

）

の
所
長
就
任
を
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
五
月
一
日
と
し
て
お
り
、
筆
者
も
佐
藤
氏

の
見
解
に
従
い
、
特
別
展
で
は
同
様
の
説
明
を
し
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
り

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
桑
原
の
所
長
就
任
年
月
日
は
一
九
二
七
年
五
月
三
日
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
桑
原
の
所
長
就
任
が
実
際
に
は
約
一
年
早
か
っ
た
こ
と
と
な

り
、
佐
藤
氏
が
一
九
二
八
年
五
月
四
日
に
挙
行
さ
れ
た
定
礎
式
直
前
の
所
長
就
任
で
、

設
計
に
自
ら
の
意
向
を
加
え
る
余
地
は
な
く
、
同
氏
が
大
林
組
所
蔵
の
県
庁
舎
図
面

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
確
認
し
た
図
面
の
作
成
年
月
日
と
所
長
就
任
の
年
月
日
と

の
関
係
か
ら
、
桑
原
就
任
後
の
後
追
い
決
裁
と
評
価
し
た
各
室
詳
細
図
の
設
計
は
、
桑

原
の
所
長
就
任
後
に
本
格
化
し
た
こ
と
と
な
り
、
桑
原
も
そ
の
設
計
に
深
く
関
与
し

た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
、
桑
原
が
神
奈
川
県
退

職
後
に
主
任
技
師
と
し
て
そ
の
建
設
に
携
わ
っ
た
名
古
屋
市
庁
舎
（
現
名
古
屋
市
役

所
本
庁
舎
、
一
九
三
三
年
竣
工
）
の
室
内
意
匠
に
は
、
神
奈
川
県
庁
舎
と
の
類
似
性

を
感
じ
さ
せ
る
箇
所
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
詳
細
な
検
証
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、

こ
の
両
建
物
の
室
内
意
匠
の
類
似
性
は
、
桑
原
の
関
与
を
ベ
ー
ス
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
主
任
」
欄
で
確
認
さ
れ
る
印
な
い
し
サ
イ
ン
は
、
各
室
の
詳
細
図
に
渡
邊

利
雄
の
印
が
八
七
点
、
松
井
宗
一
の
印
は
構
造
図
中
心
に
三
九
点
、
池
部
宗
薫
の
サ

イ
ン
が
構
造
図
で
一
点
あ
り
、
建
築
顧
問
を
務
め
た
東
京
帝
国
大
学
教
授
佐
野
利
器

の
サ
イ
ン
が
構
造
図
の
う
ち
一
三
点
で
あ
っ
た
。
松
井
宗
一
の
印
が
あ
る
図
面
は
、
鳥

井
同
様
す
べ
て
「
大
正
十
五
年
十
一
月
三
十
日
」
付
の
も
の
で
、
設
計
開
始
当
初
に

主
要
な
図
面
の
「
主
任
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
佐

野
が
「
主
任
」
欄
に
「
釦
」
と
サ
イ
ン
を
し
た
図
面
に
は
、
「
所
長
」
欄
に
桑
原
の
印

が
捺
さ
れ
た
も
の
が
一
点
も
な
く
、
佐
野
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
反
映
し
て
い
る
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
設
計
」
欄
を
見
て
い
く
と
、
渡
邊
・
池
部
の
両
建
築
技
師
と
建
築
技
手
の
濱
田
義

男
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
詳
細
を
見
て
い
く
と
、
渡

邊
利
雄
の
印
が
意
匠
詳
細
図
中
心
に
五
六
点
、
池
部
宗
薫
は
構
造
図
を
中
心
に
印
二

○
点
、
サ
イ
ン
三
六
点
の
合
計
五
六
点
、
濱
田
義
男
が
お
も
に
意
匠
詳
細
図
で
印
二

三
点
、
サ
イ
ン
八
点
の
合
計
三
一
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
佐
々
木
好
造
（
九

点
、
衛
生
工
事
図
面
）
、
「
カ
サ
イ
」
（
六
点
、
議
場
詳
細
図
）
、
川
口
一
二
（
五
点
、
構

造
図
）
、
二
見
秀
雄
〈
四
点
、
構
造
図
）
、
宮
本
幸
一
二
点
、
正
庁
詳
細
図
）
の
印

な
い
し
サ
イ
ン
が
確
認
さ
れ
た
。

「
製
図
」
欄
の
印
な
い
し
サ
イ
ン
か
ら
は
、
渡
邊
・
池
部
・
濱
田
以
外
の
さ
ら
に
多

く
の
人
物
の
関
与
が
判
明
し
た
。
最
も
多
く
の
図
面
に
関
わ
っ
た
の
は
松
葉
與
兵
衛

の
二
二
点
（
意
匠
詳
細
図
・
構
造
図
・
衛
生
工
事
図
面
）
で
、
つ
い
で
濱
田
義
男
の

一
七
点
（
意
匠
詳
細
図
中
心
）
、
宮
本
幸
一
の
一
五
点
（
意
匠
詳
細
図
・
構
造
図
、
高

橋
建
次
郎
の
一
三
点
（
意
匠
詳
細
図
中
心
）
、
碓
井
政
人
の
一
二
点
（
意
匠
詳
細
図
中

心
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
、
お
も
に
意
匠
図
を
担
当
し
た
和
田
敏
明
（
八

点
）
、
渡
邊
利
雄
（
六
点
）
、
「
葛
西
」
（
七
点
）
、
小
尾
嘉
郎
二
点
）
、
古
賀
新
吉
二

点
）
、
お
も
に
構
造
図
を
担
当
し
た
侍
山
正
利
二
五
点
）
、
池
部
宗
薫
（
九
点
）
、
竹
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田
司
（
八
点
）
、
二
見
秀
雄
（
四
点
）
、
廣
田
清
作
（
二
点
）
、
津
野
房
吉
（
二
点
）
、
松

た

ん

の

わ

し

ち

ろ

う

中
直
司
（
一
点
）
、
衛
生
工
事
・
排
水
工
事
・
車
庫
図
面
等
を
担
当
し
た
淡
輪
志
智
老

（
六
点
）
、
村
山
三
郎
（
五
点
）
の
印
な
い
し
サ
イ
ン
を
確
認
し
た
。
一
九
二
六
（
大

正
一
五
）
年
一
○
月
九
日
か
ら
翌
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
月
一
五
日
ま
で
県
庁

舎
建
築
事
務
所
に
在
籍
し
た
、
コ
ン
ペ
一
等
当
選
者
小
尾
嘉
郎
の
署
名
は
、
や
は
り

（

略

）

「
平
面
図
〈
塔
屋
匡
（
目
録
番
号
８
）
の
一
点
の
み
で
あ
っ
た
。

最
後
に
「
写
図
」
欄
で
あ
る
が
、
亀
田
誠
二
の
署
名
が
一
○
三
点
（
「
亀
誠
」
印
含

む
）
と
突
出
し
て
多
く
、
松
中
直
司
三
五
点
、
松
葉
與
兵
衛
二
四
点
の
ほ
か
、
高
橋

建
次
郎
三
点
、
淡
輪
志
智
老
二
点
、
碓
井
政
人
一
点
の
印
な
い
し
署
名
が
見
ら
れ
た
。

先
に
引
用
し
た
名
簿
で
確
認
す
る
と
、
「
写
図
」
は
お
も
に
助
手
ク
ラ
ス
の
業
務
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
こ
こ
ま
で
「
所
長
」
「
主
任
」
「
設
計
」
「
製
図
」
「
写
図
」
の
各
欄
の
印
な

い
し
署
名
を
も
と
に
、
各
図
面
の
設
計
に
関
与
し
た
人
物
を
検
討
し
て
き
た
が
、
印

に
は
判
読
不
能
な
も
の
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
表
１
に
あ
る
よ
う
に
「
判
読
不
能
」
と

記
載
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
残
存
す
る
二
三
○
点
の
図
面
と
関
与
し
た

人
物
の
関
係
性
を
概
ね
明
ら
か
に
し
得
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
全
体
像
を

示
し
き
れ
て
は
い
な
い
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
印
な
い
し
サ
イ
ン
の
状
況
か
ら
、
四
代
目
県
庁
舎
の
設
計
に
深
く
関
与
し

た
人
物
と
し
て
、
鳥
井
信
・
桑
原
栄
治
の
歴
代
所
長
と
建
築
顧
問
と
し
て
構
造
図
を

統
括
し
た
佐
野
利
器
に
加
え
て
、
渡
邊
利
雄
・
池
部
宗
薫
・
松
井
宗
一
・
濱
田
義
男

等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
建
物
竣
工
時
に
発
行
し
た
『
神
奈
川
県
庁
新
築
工

事
概
要
』
に
「
工
事
関
係
者
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
県
関
係
者
は
、
佐
野
・
桑

原
・
渡
邊
・
池
部
の
四
名
の
み
で
あ
る
が
、
本
図
面
群
の
印
な
い
し
サ
イ
ン
の
分
析

か
ら
も
同
様
の
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
「
設
計
」
欄

の
「
カ
サ
イ
」
の
サ
イ
ン
と
「
製
図
」
欄
の
「
葛
西
」
の
サ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
「
職

本
節
で
は
、
前
節
で
の
図
面
作
成
者
に
関
す
る
検
討
以
外
の
図
面
記
載
内
容
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

表
１
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
本
図
面
群
に
は
①
目
録
番
号
２
～
８
、
②
同
蠅
～

岬
③
同
峨
～
ｍ
の
二
一
件
合
計
二
○
点
の
平
面
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ

れ
ら
三
件
の
平
面
図
の
関
係
性
を
検
討
し
て
み
た
い
。
①
は
一
階
、
二
階
、
三
階
、
四

階
、
五
階
、
六
階
と
七
階
・
八
階
・
九
階
お
よ
び
屋
根
伏
が
一
枚
に
記
載
さ
れ
た
図

面
の
計
七
枚
で
、
い
ず
れ
も
縮
尺
は
１
／
叩
②
と
③
は
１
／
刎
の
縮
尺
で
、
②
は

①
と
同
様
の
計
七
枚
、
③
は
①
か
ら
一
階
平
面
図
を
除
い
た
計
六
枚
で
構
成
さ
れ
、
①

か
ら
③
の
す
べ
て
に
お
い
て
地
階
の
図
面
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
、
作
成
年
代
が
判

明
す
る
も
の
は
①
の
み
で
、
①
の
図
面
に
は
す
べ
て
「
大
正
十
五
年
十
一
月
三
十
日
」

の
日
付
記
載
が
見
ら
れ
る
。
②
。
③
の
平
面
図
に
は
ス
タ
ン
プ
の
捺
印
が
な
く
、
日

付
の
記
載
も
な
い
た
め
、
作
成
年
代
は
不
詳
で
あ
る
。

‐
以
下
、
こ
れ
ら
の
平
図
面
に
記
載
さ
れ
た
部
屋
の
名
称
等
、
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
面
を
各
階
ご
と
に
見
て
い
く
と
、
①
か
ら
③

の
そ
れ
ぞ
れ
の
図
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
部
屋
の
名
称
や
部
屋
の
間
仕
切
り
が
①

か
ら
③
の
図
面
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
「
御
真
影
」
が
掲

げ
ら
れ
庁
舎
内
で
も
最
も
格
式
の
高
い
部
屋
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
正
庁
が
置
か
れ
た

員
録
」
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
名
の
掲
載
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
詳
細

は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
、
「
職
員
録
」
に
よ
り
氏
名
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
人
物

に
つ
い
て
も
、
す
で
に
佐
藤
嘉
明
氏
に
よ
り
履
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
鳥
井
・
桑
原
・

（

Ⅳ

）

渡
邊
・
池
部
を
除
い
て
、
そ
の
履
歴
等
を
明
ら
か
に
で
き
た
人
物
は
い
な
か
っ
た
。
松

井
宗
一
・
濱
田
義
男
を
は
じ
め
と
す
る
県
庁
舎
建
築
事
務
所
関
係
者
の
履
歴
調
査
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

三
そ
の
他
の
図
面
記
載
内
容
の
分
析
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四
階
の
①
か
ら
③
の
平
面
図
を
比
較
し
て
み
る
と
、
①
の
平
面
図
で
は
正
庁
の
両
脇

の
部
屋
は
右
側
が
「
事
務
室
（
営
繕
課
ご
、
左
側
は
「
事
務
室
（
教
務
課
ご
で
あ
る

の
に
対
し
て
（
図
２
）
、
②
の
平
面
図
で
は
右
側
の
部
屋
が
「
社
会
教
育
課
」
、
左
側

の
部
屋
は
「
農
務
課
」
と
表
記
さ
れ
（
図
３
）
、
③
の
平
面
図
で
は
右
側
は
「
会
議
室
」
、

左
側
は
「
事
務
室
農
務
課
第
四
室
」
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）
。
四
階
以
外
の
各
階

に
つ
い
て
も
、
①
か
ら
③
の
図
面
の
部
屋
の
配
置
が
相
違
し
て
い
る
状
況
は
同
様
で

あ
る
。
ま
た
、
各
図
面
の
部
屋
の
間
仕
切
り
も
、
同
一
フ
ロ
ア
の
図
面
で
異
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
竣
工
時
の
平
面
図
と
考
え
ら
れ
る
『
神
奈
川
県
庁
新

築
工
事
概
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
平
面
図
と
比
較
し
て
も
（
図
５
）
、
ど
の
図
面
も
一
致

し
な
い
の
で
あ
る
。
「
新
築
工
事
概
要
」
所
収
の
平
面
図
と
①
か
ら
③
の
平
面
図
を
詳

し
く
分
析
し
て
み
る
と
、
①
と
②
の
図
面
は
部
屋
の
名
称
や
間
仕
切
り
の
「
新
築
工

事
概
要
」
所
収
平
面
図
と
の
一
致
度
が
低
く
、
③
の
平
面
図
は
①
。
②
に
比
べ
て
「
新

築
工
事
概
要
」
所
収
平
面
図
と
の
一
致
度
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
三
件
の
平
面
図
の
作
成
年
代
は
①
と
②
の
平
面
図
は
ほ
ぼ
同
時
期
で
、
③
は
こ

れ
ら
二
件
の
平
面
図
よ
り
や
や
新
し
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
③
の
図
面
の
名
称
は
「
神
奈
川
県
庁
舎
新
築
第
壱
期
工
事
設
計
図
」
で
あ
る
た

め
、
工
事
の
着
工
を
見
据
え
た
時
期
に
作
成
さ
れ
た
平
面
図
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
四
代
目
県
庁
舎
の
平
面
図
は
『
建
築
雑
誌
』
第
五
一
七
号

（
一
九
二
九
年
一
月
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
平
面
図
と
「
新

築
工
事
概
要
」
所
収
平
面
図
も
相
違
し
て
お
り
、
本
図
面
群
に
収
め
ら
れ
た
①
か
ら

③
の
三
件
の
平
面
図
と
も
一
致
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
性
を
整
理
す

る
の
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

次
に
、
個
別
の
図
面
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
特
別
展
図
録
で
も
若
干
言
及
し
た
「
塔

屋
矩
計
図
（
其
ノ
ー
」
（
目
録
番
号
“
、
図
６
‐
１
．
６
‐
２
）
に
注
目
し
た
い
．
こ

の
図
面
を
見
る
と
、
塔
屋
に
張
ら
れ
た
大
ぶ
り
な
タ
イ
ル
は
「
て
ら
か
つ
た
ス
ク
ラ

ツ
チ
」
、
外
壁
全
体
に
使
用
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ル
に
つ
い
て
は
「
粗
面
た
い
る
」
と
表

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
一
般
的
に
「
ス
ク
ラ
ヅ
チ
タ
イ
ル
」
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
後
者
は
、
少
な
く
と
も
県
庁
舎
建
築
事
務
所
の
関
係
者
に
は
「
ス

ク
ラ
ッ
チ
」
と
は
区
別
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
か
つ
て

堀
勇
良
氏
は
四
代
目
県
庁
舎
の
外
装
材
は
「
ス
ク
ラ
ヅ
チ
タ
イ
ル
」
で
は
な
く
、
実

際
に
は
「
筋
面
タ
イ
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
お
り
、
佐
藤
嘉
明
氏
も
特
別
展
図

録
の
巻
頭
論
文
に
お
い
て
四
代
目
県
庁
舎
で
使
用
さ
れ
た
「
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
」
に

（

岨

）

つ
い
て
子
細
に
考
察
し
て
い
る
。
す
で
に
ス
ク
ラ
ヅ
チ
タ
イ
ル
張
り
の
外
壁
と
し
て

広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
建
物
で
は
あ
る
が
、
図
面
上
の
表
記
が
確
認
で
き
た
こ
と
は

本
図
面
群
の
詳
細
調
査
の
大
き
な
成
果
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
図
面
群
に
含
ま
れ
る
照
明
器
具
の
図
面
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
図
面
群
に

は
、
昭
和
三
年
三
月
一
日
付
と
同
三
月
三
日
付
の
「
特
別
照
明
器
具
」
と
い
う
名
称

の
図
面
が
二
点
残
さ
れ
て
い
る
（
図
７
‐
１
．
７
‐
２
、
目
録
番
号
恥
・
唖
。
こ
れ

ら
の
図
面
に
は
正
庁
お
よ
び
貴
賓
室
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
（
目
録
番
号
唖
や
正
庁
の

装
飾
灯
、
正
面
階
段
親
柱
に
据
え
ら
れ
た
陶
製
装
飾
灯
の
姿
図
〈
目
録
番
号
唾
が

描
か
れ
て
お
り
、
「
設
計
」
「
製
図
」
欄
に
は
い
ず
れ
も
濱
田
義
男
の
サ
イ
ン
が
据
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
濱
田
が
設
計
し
照
明
器
具
製
作
業
者
に
外
注
し
た
特
注
品

で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
稿
の
目
的
か
ら
は
や
や
外
れ
て
し
ま
う

が
、
正
庁
お
よ
び
貴
賓
室
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
と
正
面
階
段
の
陶
製
装
飾
灯
に
つ
い
て

は
、
『
建
築
土
木
資
料
集
覧
』
に
両
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
「
明
工
社
」
、
陶
製
装
飾
灯
は

（

明

）

「
泰
山
製
陶
所
」
（
池
田
泰
山
）
の
製
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

た
だ
し
、
「
新
築
工
事
概
要
」
に
記
載
さ
れ
た
「
特
別
照
明
器
具
製
作
及
取
付
工
事
」

（

卯

）

の
請
負
者
は
「
金
丸
商
店
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
特
に
金
丸
商
店
と
明
工
社
と
の

関
係
な
ど
、
新
た
な
疑
問
点
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
疑
問
点
に

対
す
る
回
答
も
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
二
点
の
図
面
に
描
か
れ
た
照
明
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器
具
の
中
に
は
、
正
庁
お
よ
び
貴
賓
室

難

の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
正
庁
の
装
飾
灯
、

正
面
階
段
の
陶
製
装
飾
灯
の
よ
う
に
、

実
物
が
現
存
し
て
い
る
も
の
も
多
く
あ

り
、
図
面
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
製
作
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
一
連
の
図
面

調
査
の
成
果
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

続
い
て
、
ス
タ
ン
プ
の
「
訂
正
」
欄

に
確
認
さ
れ
る
記
載
と
印
に
も
触
れ
て

お
き
た
い
。
「
訂
正
」
欄
に
は
「
第
こ

「
第
二
」
「
第
三
」
の
各
欄
が
あ
り
（
図

哩
参
照
）
、
表
１
の
「
備
考
」
欄
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
九
点
の
図
面
の
「
第
こ

欄
に
百
・
弐
巴
な
ど
の
数
字
の
記
載
が
、
四
二
点
の
図
面
の
同
欄
に
印
が
そ
れ
ぞ
れ

確
認
さ
れ
た
。
確
認
さ
れ
た
記
載
や
印
の
う
ち
、
画
・
刃
望
は
「
昭
和
２
年
７
月
５
日
」

を
意
味
し
、
図
面
の
訂
正
を
行
っ
た
日
時
を
、
「
渡
邊
」
ほ
か
の
印
は
図
面
の
訂
正
を

行
っ
た
か
訂
正
を
承
認
し
た
担
当
者
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
印
は
判
読
不
能

な
二
点
を
除
く
四
○
点
す
べ
て
が
渡
邊
利
雄
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
細
か
く
見
て

い
く
と
、
「
訂
正
」
欄
に
図
面
訂
正
日
時
と
思
わ
れ
る
数
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
九
点

の
図
面
は
す
べ
て
構
造
図
で
あ
り
、
う
ち
四
点
の
図
面
は
「
主
任
」
欄
に
佐
野
利
器

の
サ
イ
ン
が
据
え
ら
れ
た
図
面
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
訂
正
」
欄
に
印
が
捺
さ
れ
た
四

二
点
の
図
面
は
、
す
べ
て
意
匠
詳
細
図
で
あ
っ
た
．
こ
れ
ら
の
記
載
と
印
か
ら
、
図

面
の
訂
正
過
程
の
一
端
や
渡
邊
利
雄
の
意
匠
図
へ
の
関
与
の
大
き
さ
を
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（

別

）

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
１
の
「
大
林
組
所
蔵
」
欄
に
○
印
を
付
し
た
図
面
が
大

林
組
マ
イ
ク
ロ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
図
面
で
、
そ
の
点
数
は
合
計
一
五
八
点
に
及
ぶ

が
、
こ
れ
ら
一
五
八
点
は
神
奈
川
県
が
所
蔵
す
る
本
図
面
群
二
三
○
点
に
含
ま
れ
て

い
る
図
面
の
み
で
構
成
さ
れ
、
本
図
面
群
に
含
ま
れ
て
い
な
い
図
面
は
一
点
も
存
在

し
な
い
。
筆
者
が
確
認
し
た
の
は
マ
イ
ク
ロ
の
複
写
物
で
は
あ
る
が
、
紙
の
汚
れ
や

折
れ
な
ど
の
状
態
が
本
図
面
群
の
実
物
図
面
と
比
較
し
て
ま
っ
た
く
同
様
の
特
徴
を

示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
林
組
が
所
蔵
す
る
四
代
目

県
庁
舎
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
図
面
は
、
大
林
組
が
あ
る
時
期
に
神
奈
川
県
が
所

ル
ム
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
て

お
き
た
い
。
こ

れ
ら
の
マ
イ
ク

ロ
の
複
写
は
、

佐
藤
氏
よ
り
神

奈
川
県
に
も
提

供
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容

最

後

に

、

佐

藤
嘉
明
氏
が
図

面
担
当
者
の
考

察
に
利
用
し
た

大
林
組
所
蔵
の

四
代
目
県
庁
舎

実
施
設
計
図
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
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蔵
す
る
図
面
を
原
本
と
し
て
作
成
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

一 一一一一一一 一》一峰~ ~~ 一~~

以
上
、
本
図
面
群
の
整
理
過
程
と
調
査
の
成
果
を
反
映
さ
せ
た
完
成
版
目
録
を
紹

I

’
鈴

《

一

一

一

一

確
函
《
》
蕊

一一幸一

図7－1 特別照明器具（昭和3年3月1日付） （目録胸156）

i

鎌
調
度
品
が
現
在
ま
で
非
常
に
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
変
興
味
深
い
。
建
物

竣
工
か
ら
約
九
十
年
が
経
過
す
る
中
で
、
正
庁
を
は
じ
め
当
初
の
内
装
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
部
屋
も
存
在
す
る
が
、
本
図
面
群
は
そ
う
し
た
各
室
の
将
来
的
な
復
元
に

も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
な
ろ
う
。
四
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
に
関
す
る
歴

卜

“韓
琴一室､…舎迩

置悪鐸－1

一

群

一

一
鼎
謝
軒
一 ~~~~

韓熱撫識一》一一一一【一一時一一

介
し
、
図
面
作
成
に
関
与
し
た
県
庁
舎
建

築
事
務
所
ス
タ
ヅ
フ
の
人
物
特
定
と
図

面
記
載
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を

行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
個
別
の
図
面

１
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
を
行
う
こ
と
は

７５Ｍ
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
図
面
群
の
概
要
を

読
把
握
し
、
そ
の
特
徴
を
示
す
こ
と
は
で
き

伽
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
三
○
点
か
ら

躯
な
る
本
図
面
群
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
四

羽
代
目
神
奈
川
県
庁
舎
の
建
築
を
知
る
上

奔
で
最
も
基
本
と
な
る
資
料
で
あ
り
、
整
理

Ⅱ癖
の
過
程
に
お
い
て
主
要
室
を
は
じ
め
と

具
す
る
各
室
の
詳
細
な
図
面
が
作
成
さ
れ
、

器鞆
そ
の
六
割
か
ら
七
割
程
度
が
現
存
し
て

【
Ｈ
Ｈ
ハ
ー朝
い
る
良
質
な
資
料
群
で
あ
る
こ
と
が
確

４２
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
図
面
群
に
も
と
づ

７図
き
建
築
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
施
工

者
で
あ
っ
た
大
林
組
が
所
蔵
す
る
竣
工

写
真
群
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
貴
賓
室

〈
現
第
３
応
接
室
）
や
議
場
（
現
大
会
議

~
場
）
な
ど
は
、
そ
の
竣
工
当
時
の
内
装
や
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主二
一
回（
１
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
集
・
発
行
ヨ
キ
ン
グ
の
塔
」
誕
生
！
ｌ
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎

と
か
な
が
わ
の
近
代
化
遺
産
ｌ
」
（
特
別
展
図
録
、
二
○
一
三
年
）
、
六
四
～
八
三
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
石
田
潤
一
郎
「
都
道
府
県
庁
舎
ｌ
そ
の
建
築
史
的
考
察
ｌ
」
（
思
文
閻
出
版
、
一
九
九
三
年
）
。

（
３
）
大
村
巳
代
治
「
府
県
庁
舎
建
築
資
料
」
（
「
建
築
学
会
大
会
論
文
集
昭
和
二
年
三
月
」
、
一

九
三
六
年
三
月
、
二
九
二
～
三
○
○
ペ
ー
ジ
）
。

（
４
）
神
奈
川
県
編
（
山
口
栄
蔵
監
修
）
『
本
庁
舎
建
設
六
十
周
年
記
念
神
奈
川
県
庁
物
語
』
（
神
奈

川

県

出

納

局

、

一

九

八

九

年

）

。

（
５
）
佐
藤
嘉
明
「
私
家
版
近
代
建
築
史
断
章
建
築
家
・
小
尾
嘉
郎
物
語
川
神
奈
川
県
庁
本
庁

舎
の
原
設
計
者
ｌ
」
（
私
家
版
、
二
○
○
三
年
）
、
同
「
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎
と
大
正
・
昭
和
初

期
の
神
奈
川
県
営
繕
技
術
者
に
関
す
る
建
築
史
的
研
究
」
（
横
浜
国
立
大
学
提
出
博
士
論
文
、
二

○

○

六

年

）

。

（
６
）
佐
藤
前
掲
博
士
論
文
、
一
○
七
ペ
ー
ジ
。

（
７
）
瀬
口
哲
夫
『
官
庁
建
築
家
愛
知
県
営
繕
課
の
人
々
」
（
Ｃ
＆
Ｄ
出
版
、
二
○
○
六
年
）
。
瀬
口

氏
は
、
本
書
で
愛
知
県
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
愛
知
県
庁
舎
の
図
面
の
設
計
分
担
表
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
関
係
し
た
同
県
営
繕
課
職
員
の
履
歴
を
丹
念
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
８
）
前
掲
「
神
奈
川
県
庁
物
語
』
で
は
、
表
紙
お
よ
び
裏
表
紙
に
議
場
詳
細
図
の
部
分
図
を
使
用
し
、

一
三
四
～
一
四
五
ペ
ー
ジ
の
「
竣
工
写
真
集
」
に
も
照
明
器
具
の
図
面
が
部
分
的
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
出
典
等
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
９
）
『
神
奈
川
県
職
員
録
（
大
正
十
五
年
五
月
一
日
現
在
こ
（
神
奈
川
県
立
公
文
言
館
所
蔵
）
、
七
三

ペ

ー

ジ

。

面
）
「
神
奈
川
県
職
員
録
追
録
（
大
正
十
五
年
十
一
月
十
三
日
現
在
こ
（
神
奈
川
県
立
公
文
耆
館
所

蔵
）
、
一
八
～
一
九
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
野
・
松
井
・
渡
邊
・
池
部
の

史
的
資
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
な
各
室
の
復
元
な
ど
今
後
の
保
存
活
用
に

も
資
す
る
現
用
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
本
図
面
群
の
調
査
研
究
を
継
続
・
深

化
さ
せ
る
こ
と
が
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
欄
筆
し
た

い
○

ヘヘ

21 20
酋~

一へ

19
一一

へ
、
×
〕
一

一
勺
Ｉ
ユ
｝

（
Ⅳ
）

へ一一

16 15
…ー一

一へ

14
～一

〆へ

13
、一

（
皿
）

（
Ⅱ
）

自
宅
住
所
の
記
載
は
省
略
し
た
。

「
神
奈
川
県
職
員
録
（
昭
和
三
年
五
月
一
日
現
在
こ
（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
四
○
～

四
一
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
桑
原
・
佐
野
・
渡
邊
・
池
部
の
自
宅
住
所
の
記

載
は
省
略
し
た
。

「
大
正
十
五
年
官
吏
進
退
記
」
（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
、
県
各
課
１
‐
２
‐
Ｍ
）
、
お

よ
び
佐
藤
前
掲
博
士
論
文
、
六
六
ペ
ー
ジ
。

「
昭
和
二
年
官
吏
進
退
記
」
（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
、
県
各
課
１
‐
２
‐
虹
）
、
お
よ

び
佐
藤
前
掲
博
士
論
文
、
一
○
四
ペ
ー
ジ
。

「
昭
和
四
年
官
吏
進
退
記
」
（
神
奈
川
県
立
公
文
耆
館
所
蔵
、
県
各
課
１
‐
２
‐
鉦
）
、
お
よ

び
佐
藤
前
掲
博
士
論
文
、
二
七
ペ
ー
ジ
。

佐
藤
前
掲
博
士
論
文
、
二
七
ペ
ー
ジ
。

小
尾
嘉
郎
の
署
名
が
確
認
さ
れ
る
図
面
が
一
点
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
佐
藤
嘉
明
氏
が

指
摘
し
て
お
り
（
佐
藤
前
掲
博
士
論
文
、
一
八
一
ペ
ー
ジ
）
、
筆
者
も
本
整
理
第
一
段
階
の
調

査
で
再
確
認
し
て
い
る
（
前
掲
特
別
展
図
録
、
三
二
～
三
三
ペ
ー
ジ
）
。

鳥
井
信
の
履
歴
に
つ
い
て
は
佐
藤
前
掲
博
士
論
文
一
○
四
ペ
ー
ジ
、
桑
原
栄
治
の
履
歴
は
同
一

一
七
～
二
八
ペ
ー
ジ
、
渡
邊
利
雄
・
池
部
宗
薫
の
履
歴
は
同
一
二
三
ペ
ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
参

照
の
こ
と
。

堀
勇
良
氏
の
指
摘
は
、
堀
勇
良
「
日
本
大
通
の
震
災
復
興
」
（
財
団
法
人
横
浜
産
業
振
興
公
社

企
画
・
発
行
『
横
浜
商
工
奨
励
館
」
、
一
九
九
七
年
）
、
一
九
ペ
ー
ジ
、
佐
藤
嘉
明
氏
の
考
察
は
、

前
掲
特
別
展
図
録
、
二
～
一
二
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

正
面
階
段
の
陶
製
装
飾
灯
は
『
建
築
土
木
資
料
集
覧
」
昭
和
四
年
版
、
八
五
ペ
ー
ジ
に
、
正
庁

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
同
昭
和
六
年
用
、
四
六
○
ペ
ー
ジ
に
、
貴
賓
室
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
同
昭
和
八

年
用
、
三
六
六
ペ
ー
ジ
に
そ
れ
ぞ
れ
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
沼
尻
健

彦
氏
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
同
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

『
神
奈
川
県
庁
新
築
工
事
概
要
」
（
神
奈
川
県
立
公
文
耆
館
所
蔵
）
、
四
ペ
ー
ジ
。

佐
藤
嘉
明
氏
が
神
奈
川
県
に
提
供
し
た
大
林
組
所
蔵
の
四
代
目
県
庁
舎
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

図
面
の
複
写
は
、
「
神
奈
川
県
庁
舎
新
築
設
計
図
（
大
正
十
五
年
）
他
」
の
名
称
で
製
本
さ
れ
、

神
奈
川
県
総
務
局
財
産
経
営
部
庁
舎
課
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
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